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森
林

と
人
類

■
文
明
は
森
林
を
破
壊
す
る

「山
」
編
集
人
の
村
井
さ
ん
か
ら
手
紙
を

い
た
だ
い
た
。　
一
九
九
六
年
本
誌
六

一
八

号
に
掲
載
し
た

「環
境
と
森
林
」
に
つ
づ

き
、
「森
林
と
人
類
」
の
標
題
で
岩
坪
節
を

展
開
せ
よ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
専
門
で

な
い
方
に
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
か
つ
内

容
の
レ
ベ
ル
は
落
と
さ
な
い
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
努
力
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
東
京

の
人
か
ら
見
る
と
私
の
文
章
は
浪
花
節
の

よ
う
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
れ
で
は
書
き
ま

し
ょ
う
、私
は
浪
速
節
が
好
き
で
す
か
ら
。

そ
れ
で
あ
―
し
て
こ
―
な

っ
て
と
。

巨
大
文
明
は
森
林
を
破
壊
す
る
、
と
世

の
識
者
は
言
う
。
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ

岩
坪
　
五
郎

ミ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
み
な
然
り
で

あ
る
。
こ
れ
を
私
な
り
に
解
釈
す
る
と
、

人
間
は
生
き
て
い
く
た
め
に
食
物
と
燃
料

が
必
要
で
あ
る
。
巨
大
文
明
つ
ま
り
人
が

集
ま
る
と
、
集
中
的
に
周
辺
の
土
壌
か
ら

そ
の
生
産
物
を
、
食
物
や
燃
料
と
し
て
、

生
産
能
力
以
上
に
取
り
去
る
こ
と
に
な
り
、

土
地
が
痩
せ
不
毛
に
な
る
の
で
あ
る
。

不
毛
に
な
る
の
に
大
き
く
分
け
て
三
つ

の
経
路
が
あ
る
。

一
、
日
本
や
中
国
南
部
な
ど
降
水
に
恵
ま

れ
て
い
る
森
林
地
帯
で
は
、
森
林
の
成
長

量
以
上
を
く
り
か
え
し
伐
採
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
森
林
は
し
ょ
ぼ
く
れ
、
土
壌
面
が

裸
出
し
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
雨
季
の
土

壌
浸
食
で
、
ひ
ど
い
場
合
は
地
滑
り
で
肥

沃
な
表
層
土
壌
が
流
亡
し
て
し
ま
う
。
京

都
の
こ
と
を
翠
嵐
四
方
に
千
年
の
み
や
こ

と
い
う
け
れ
ど
、
室
町
時
代
、
江
戸
時
代

の
京
都
の
観
光
絵
図
で
み
る
と
東
山
三
十

六
峯
は
ひ
ど
い
禿
げ
山
で
、
部
分
的
に
ア

カ
マ
ツ
が
は
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（１
）
。

都
び
と
が
薪
に
し
て
し
ま

っ
た
せ
い
で
あ

る
。
こ
の
状
態
は
中
国
江
南

一
帯
で
今
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
樹
木
の
伐
採
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
枝
だ
け
で
な
く

落
ち
葉
も
大
切
な
燃
料
と
し
て
掻
き
集
め

ら
れ
る
。
こ
の
状
態
で
は
森
林
土
壌
は
貧

栄
養
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。　
一
昨
年
の
揚

子
江
の
大
洪
水
は
、
過
剰
伐
採
、
裸
地
化

に
つ
づ
く
地
滑
り
が
原
因
で
あ
る
。
今
後
、

樹
本
の
伐
採
は
中
止
し
、
日
本
に
見
習

っ

て
、
燃
料
は
石
炭

・
石
油
を
使
い
、
建
材

な
ど
は
外
国
か
ら
輸
入
し
ょ
う
と
の
方
針

を
中
国
は
打
ち
出
し
た
と
い
う
。

二
、
乾
燥
気
候
下
に
あ
る
サ
バ
ン
ナ
や
ス

テ
ッ
プ
の
地
域
で
は
、
燃
料

・
食
料
と
し

て
、
ま
た
放
牧
に
よ

っ
て
植
物
を
採
取
し

す
ぎ
、
樹
林
や
草
原
が
し
ょ
ぼ
く
れ
て
く

る
と
、乾
季
に
風
で
土
壌
が
動
き
始
め
る
。

風
食
で
あ
る
。
こ
の
風
食
に
よ
る
草
原
、

農
耕
地
の
砂
漠
化
は
乾
燥
地
帯
で
恐
ろ
し

い
面
積
で
進
行
中
で
あ
る
。

三
、
乾
燥
地
帯
で
は
も
う

一
つ
恐
ろ
し
い

現
象
が
お
こ
る
。
農
作
物
の
増
産
の
た
め

に
灌
漑
事
業
を
行
う
と
、
土
壌
の
中
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が
灌
漑
水
に
溶

け
だ
し
、
蒸
発
に
伴

っ
て
地
表
面
ま
で
上

が
っ
て
き
て
析
出
し
、
真

っ
白
に
地
表
を

覆
う
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
は
こ
れ
で
滅

亡
し
た
。
パ
ミ
ー
ル
か
ら
ノ
シ
ャ
ッ
ク
（
一

九
六
〇
年
、
京
都
支
部
長
の
酒
井
会
員
と

私
が
初
登
頂
）
の
麓
を
流
れ
る
ア
ム
河
に

ソ
連
は
ダ
ム
を
造

っ
て
、
大
灌
漑
事
業
に

よ
る
穀
倉
地
帯
を
つ
く

っ
た
。
社
会
主
義

は
自
然
を
超
克
し
た
と
豪
語
し
た
が
、
今
、

事
態
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
後
を
追

っ
て
い

る
。

(1)
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■
森
林
の
特
性

日
本
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
北
欧
諸

国
な
ど
は
林
業
の
先
進
国
で
あ
る
。
数
百

年
に
わ
た

っ
て
本
材
生
産
を
通
じ
て
人
は

森
林
と
関
わ
り
合

っ
て
い
る
。
本
材
は
石

油
、
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
と
ち
が

っ
て

再
生
可
能
資
源
で
あ
る
。
伐
採
し
て
も
ひ

ど
い
短
伐
期
で
の
繰
り
返
し
を
や
ら
な
け

れ
ば
、
伐
採
跡
地
に
若
葉
が
芽
生
え
再
生

産
が
始
ま
る
。
あ
る
地
域
を
賽
の
目
切
り

に
し
、
年
間
成
長
量
以
下
を
伐
採
し
て
い

け
ば

一
巡
し
て
き
た
と
き
、
同
じ
よ
う
な

森
林
に
成
長
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
賽

の
目
の
数
が
伐
採
の
ロ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
で
、

輸
伐
期
と
い
う
。

森
林
の
成
長
は
大
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
の

炭
素
の
固
定
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
、
成

熟
安
定
し
た
老
齢
林
に
炭
素
固
定
の
機
能

は
な
い
。
日
本
の
森
林
の
本
材
蓄
積
量
は

現
在
約
二
五
億
立
方
米
、
年
間
成
長
量
は

〇
・九
億
立
方
米
で
あ
る

（２
）
。
こ
れ
は

炭
素
量
に
し
て
約
〇

・
二
億
ト
ン
で
、
日

本
の
年
間
炭
酸
ガ
ス
炭
素
排
出
量
二
億
ト

ン

（４
）
の
ほ
ぼ
七
％
を
吸
収
固
定
し
て

い
る
重
要
か
つ
貴
重
な
機
能
で
あ
る
。
工

場
な
ど
が
排
出
す
る
炭
酸
ガ
ス
を
固
定
す

る
効
果
的
な
技
術
は
ま
だ
開
発
さ
れ
て
お

ら
ず
、
森
林
の
成
長
は
ほ
と
ん
ど
唯

一
の

炭
酸
ガ
ス
吸
収
源
で
あ
る
。

日
本

の
森
林

の
年
間
平
均
成
長
量
は

四

・
八
立
方
米
／
ｈ

ａ
で
あ
る
が
、
熱
帯

で
の
ユ
ー
カ
リ
の
よ
う
な
成
長
の
早
い
本

の
植
林
地
で
は
成
長
量
は
年
間
二
五
～
三

五
立
方
米
／
ｈ

ａ
に
達
す
る
。
三
〇
立
方

米
／
ｈ

ａ
と
し
て
年
間
炭
素
六
ト
ン
／
ｈ

ａ
を
吸
収
固
定
す
る
。　
一
ｋ

ｗ
ｈ
の
電
力

を

つ
く
る
た
め
に
使
わ
れ
る
石
油
か
ら
出

る
炭
酸
ガ
ス
の
炭
素
量
を

一
六
〇
グ
ラ
ム

と
す
る
と

（５
）
、　
一
ｈ

ａ
の
森
林
は
年

間
六
ト
ン
／

（二
四
時
間
×
三
六
五
日
）

／

一
六
〇
グ
ラ
ム
で
、
四

・
四
ｋ

ｗ
ｈ
の

発
電
か
ら
で
る
炭
酸
ガ
ス
の
炭
素
を
吸
収

す
る
計
算
に
な
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議

（
一
九
九

七
年
）
で
の
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム

（Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
に
よ
り
、
先
進
国
は
途
上
国
で

の
造
林
作
業
で
排
出
削
減
量
の
認
証
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
数
値
は
電
力
会

社
や
製
鉄
会
社
が
熱
帯
林
の
造
成
に
熱
心

に
取
り
組
む
こ
と
に
魅
惑
的
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。

熱
帯
で
の
早
成
樹
の
造
林
に
も
問
題
が

あ
る
。
生
物
多
様
性
の
維
持
で
あ
る
。
ひ

と
た
び
絶
滅
し
て
し
ま

っ
た
生
物
種
は
再

び
戻
ら
な
い
。
生
物
の
多
様
性
は
す
な
わ

ち
生
物
環
境
の
多
様
性
で
あ
る
。
森
林
は

陸
地
の
大
面
積
を
占
め
て
お
り
、
高
さ
数

十
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
か
ら
、
そ
こ
に
は
地

球
上
最
大
、
最
多
種
の
生
物
環
境
が
広
が

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
維
持
す
る
に
は
、
多

く
の
樹
種
か
ら
構
成
さ
れ
る
天
然
林

（自

然
林
）
が
の
ぞ
ま
し
く
、
早
く
成
長
し
、

形
質
の
よ
い
樹
種
の
単
純

一
斉
林

（同
種

同
齢
林
）
は
好
ま
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
禿

げ
山
よ
り
は
よ
い
け
れ
ど
も
。
農
業
に
お

い
て
も
お
い
し
く
て
高
く
売
れ
る
品
種
の

お
米
の
大
面
積
栽
培
は
こ
の
点
で
問
題
で

あ
ろ
う
。

■
わ
が
国
の
現
状

戦
中
、
戦
後
の
過
伐
採
の
後
、
日
本
の

森
林
は
著
し
く
回
復
し
た
。国

・
公
有
林
、

民
有
林
で
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
栽
が
熱
心

に
行
わ
れ
た
こ
と
、
森
林
管
理
署
や
国
土

交
通
省
に
よ
っ
て
禿
げ
山
に
等
高
線
沿
い

に
階
段
を
つ
く
り
、
マ
ツ
や
ハ
ン
ノ
キ

類
を
植
栽
す
る
砂
防
工
事
が
成
功
し
た

こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
支
え

た
の
は
、
①
石
油
、
ガ
ス
、
電
気
が
普

及
し
、
森
林
生
産
物
が
燃
料
と
し
て
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
②
化
学
肥
料
の

普
及
に
よ
り
、
樹
木
の
葉
を
農
地
に
鋤

き
入
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
③
安

価
で
太
い
良
質
な
外
国
材
の
輸
入
に
よ

り
、
国
産
材
は
売
れ
な
く
な
り
、
伐
採

さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

と
く
に
③
の
外
材
の
輸
入
が
大
き
い
。

日
本
の
本
材
使
用
量
は
戦
後
の
産
業
の

発
展
、
都
市
へ
の
人
口
の
集
中
、
核
家

族
化
な
ど
に
よ
っ
て
急
増
し
、　
一
九
七

三
年
に
一
・
二
億
立
米
方
に
達
し
た
後

横
這
い
状
態
に
あ
る
が
、
現
在
そ
の
約

八
割
が
輸
入
材
で
あ
る
（図
１
）
。
世
界

各
地
域
の
本
材
伐
採
量
は
、
図
２
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
一
九
六
七
年
を

一
〇
〇

と
す
る
と
ど
こ
の
地
域
で
も
増
加
し
て

お
り
、
熱
帯
で
は
三
倍
近
く
な

っ
て
い
る

の
に
日
本
だ
け
が
減
少
を

つ
づ
け
、　
一
九

八
七
年
に
は
六
〇
以
下
で
あ
る
。　
一
九
九

七
年
に
は
二
九
と
な

っ
て
い
る
（３
）
。
日

本
の
本
材
輸
入
量
は
、
二
位
の
米
国
を
大

き
く
抜
い
て
ト
ッ
プ
で
、
世
界
の
森
林
破

壊
の
元
凶
と
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
人

一
人
あ
た
り
の
本
材
使
用
量
は
ア

メ
リ
カ
よ
り
少
な
く
、
古
紙
回
収
、
利
用

率
は
世
界
の
優
等
生
で
あ
る
。
日
本
の
森

林
の
年
成
長
量
は
〇

・
九
億
立
方
米
で
、

自
給
率
％
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自
国
産
で
や
り
く
り
で
き
る
の
に
、
自
国

の
樹
木
を
伐
ら
な
い
で
輸
入
に
頼

っ
て
い

る
の
が
日
本
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
日
本
は
人
件
費
が
高
い
、
日
本
の
本

材
は
生
産
に
人
手
が
か
か
っ
て
い
る
な
ど

で
、
高
価
で
あ
る
。
そ
の
う
え
３
Ｋ
産
業

と
目
さ
れ
て
い
て
働
き
手
が
な
い
。
自
然

保
護
運
動
が
盛
ん
で
、
伐
採
と
く
に
大
径

本
の
伐
採
は
や
り
に
く
い
。

外
材
の
輸
入
先
は
米
国

・
カ
ナ
ダ
材
が

四
三
％
、
南
洋
材
が

一
六
％
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
材
が

一
〇
％
、
北
洋
材
が
七
％
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
五
％
、
チ
リ
五
％
と

つ
づ
く
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
は
ラ
ワ
ン
を

伐
採
し
す
ぎ
て
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
そ
の
轍
を
踏
む
ま
い
と

丸
太
の
ま
ま
の
輸
出
を
中
止

螂
ｍ
　
一
「

し
杜
げ

輸
入
を
減
少
ま
た
は

採
彊
　
レ
リ
中
止
し
た
場
合
に
生
じ
る
国

細け　シアヽマれ鄭鰤げ琳哺悧構躙彙後臓

蜘
‐００＞　
時

，レ、ら
な
い
が
、
日
本
と
し
て
は

鋤
↑
載
″
″
輸
入
に
た
よ
る
に
う
が
経
済

踊
．動
¨
一

ピン、プ的
雌
肌
的
［
勧
Ч
鰐
林
面
積

図
鮨
。

注．
利

の
減
少
が
大
問
題
に
な

っ
て

い
る
。
そ
の
大
部
分
は
開
発

途
上
地
域
の
熱
帯
地
域
、
中

南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア

に
あ
る
。　
一
九
九
〇
年
か
ら

五
年
間
に
合
計
約
六
三
〇
〇

万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日
本
の
国

土

の

一
・
五
倍

に
あ
た

る

（３
）
。
原
因
は
農
地

へ
の
転

用
と
過
放
牧
、
森
林
火
災
、

薪
炭
材
の
過
剰
伐
採
、
そ
れ

に
伴
う
土
壌
浸
食
に
よ
る
草

地
化
、
禿
げ
地
化
が
あ
げ
ら

れ
る
。
現
在
、
燃
料
材
の
過

熱帯

ρ北米

全世界

3 - tr ,./ /:

日本
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年
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量
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Dグループ
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Bグル…プ

77 1982 19871967 110 20 30 40 50 60 70 80 90 100

伐採量に占める燃料材の割合 (%)

図 3 1989年度における世界のおもな森
林伐採国上位20カ国と伐採量に占める燃
料材の割合 (岩井吉撤 1993)(2)よ り転載
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剰
伐
採
に
伴
う
森
林
の
喪
失
が
大
き
い
。

図
３
の
伐
採
量
に
占
め
る
燃
料
材
の
割
合

の
大
き
い
Ｃ
、
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の

は
、
発
展
途
上
の
諸
国
で
あ
る
。

■
飽
食
の
民

発
展
途
上
国
で
の
諸
問
題
の
最
大
の
原

因
は
急
激
な
人
口
増
で
あ
る
。
人
類
の
将

来
は
こ
の
問
題
に
か
か
っ
て
い
る
。
生
態

学
的
に
み
る
と
、
先
進
国
の
住
民
は
飽
食

の
民
で
あ
る
。
栄
養
状
態
が
悪
く
な
る
と

生
物
は
繁
殖
成
長
を
は
じ
め
る
。
私
の
経

験
で
は
、
環
境
条
件
が
悪
く
な
る
と
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
は
花
粉
を
付
け
、
種
実
を
つ
け

は
じ
め
る
が
、
好
適
な
場
合
は
伸
張
成
長
、

肥
大
成
長
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
か
う
。
つ

ま
り
、
発
展
途
上
国
の
人
口
増
加
率
が
先

進
国
な
み
に
減
少
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ

わ
れ
と
同
じ
飽
食
の
民
に
な

っ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
協
力
を
先
進

国
は
す
べ
き
で
あ

っ
て
、
質
素
倹
約
を
す

す
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
農
業
生
産
を
あ

げ
、
森
林
を
回
復

・
維
持
す
る
方
法
を
わ

れ
わ
れ
は
よ
く
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

も

っ
と
も
重
要
な
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確

保
で
あ
る
。

■
原
子
力
発
電
の
安
全
維
持
、

開
発

ｏ
発
展
を
！

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も

っ
と
も
切
実
な
の
は
、

炭
酸
ガ
ス
問
題
、
大
気
汚
染
問
題
の
た
め

に
安
く
て
安
全
な
化
石
燃
料
が
使
え
な
い

こ
と
で
あ
る
。
太
陽
、
風
力
、
地
熱
な
ど

代
替
燃
料
の
開
発
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
や
が
て
八
〇
億
に
達

す
る
と
い
う
全
地
球
人
類
が
飽
食
の
民
に

な
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
足
し
う
る

可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
地
球
人

類
の
生
き
残
り
の
た
め
に
は
原
子
力
発
電

の
安
全
維
持
、
開
発

・
発
展
が
必
要
だ
と

私
は
思
う
。
今
、
多
感
な
若
者
た
ち
の
多

く
が
自
然
保
護
に
熱
心
で
、
即
、
原
発
反

対
で
あ
る
人
が
多
い
。
原
子
力
発
電
の
安

全
維
持
、
開
発

ｏ
発
展
の
た
め
に
人
類
の

若
い
最
精
鋭
が
従
事
し
て
欲
し
い
。
そ
し

て
海
外
協
力
青
年
隊
と
し
て
、
途
上
国
の

人
た
ち
に
安
全
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し

て
欲
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
と
し
て
で
き
る
も

っ
と
も
　
＜

手
近
な
方
法
は
、
今
、
原
子
力
安
全
委
員

長
を
し
て
い
る
松
浦
祥
次
郎
会
員
を
激
励

す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

私
の
専
門
で
あ
る
森
林
の
利
用
、
保
護

か
ら
話
が
そ
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
も
必

要
な
主
張
で
あ
る
。
編
集
人
に
お
願
い
し

た
い
。
彼
は
今
、
た
い
へ
ん
忙
し
い
よ
う

だ
が
つ
ぎ
は
松
浦
会
員
の
原
稿
を
掲
載
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（１
）小
椋
純

一
著

『人
と
景
観
の
歴
史
』

一
九
九

二
、
雄
山
閣
出
版
　
（２
）森
田
学
編

『林
産
経
済

学
』

一
九
九
四
、
文
永
堂
出
版
　
（３
）平
成
十

一

年
度

『林
業
自
書
』
日
本
林
業
協
会
　
（４
）
平
成

十
二
年
度

『環
境
自
書
』
（総
説
）環
境
庁
編

（５
）〇
国
０
∪
国
つ
の
「∞く
”
”
Ｆ
コ
Ｏ
①
（
一
九
八
八
）
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山
研
ミ
ニ
水
力
発
電

〈フ
年
度
の
成
果

常
時
運
転
可
能
に
！

い
込
む
力
が
非
常
に
強
く
水
量
を
確
保
す

る
上
で
は
優
れ
て
い
る
が
、
砂
や
ゴ
ミ
も

多
量
に
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
欠
点

が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
欠
点
を
改
善
す
る
た
め
に
、
六
月

の
第

一
週
末
の
ウ

エ
ス
ト
ン
祭
で
上
高
地

入
り
し
た
の
を
機
に
、
取
水
口
か
ら
サ
ー

ジ
タ

ン
ク
ま
で
の
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
に

一
・
五
イ
ン
チ
パ
イ
プ
三
本
を
布
設
し
て

様
子
を
み
た
と
こ
ろ
、
砂
や
ゴ
ミ
が
か
な

り
軽
減
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ

こ
で
、
発
電
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
水
量
を
計
算
し
、　
一
・
五

イ
ン
チ
パ
イ
プ
六
本
を
布
設
し
て

（対
策

１
）
運
転
し
た
と
こ
ろ
、
週
二
回
程
度
管

理
人
が
取
水
日
の
掃
除
に
行
け
ば
よ
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

で
は
管
理
人
の
負
担
が
大
き
く
、
ま
た
秋

か
ら
の
落
ち
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
八
月
最
終
週
に
所
用
で
上
高

地
に
入

っ
た
際
に
、
管
理
人
と
い
ろ
い
ろ

な
意
見
交
換
を
行
い
、
写
真
の
よ
う
な
手

法
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
即
ち
、
多

数
の
穴
を
空
け
て
取
水
口
と
な

っ
て
い
る

長
さ
約

一
メ
ー
ト
ル
の

一
・
五
イ
ン
チ
塩

ビ
パ
イ
プ
と
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
ま
で
を
つ
な

ぐ

一
・
五
イ
ン
チ
ポ
リ
パ
イ
プ
と
を
ニ
イ

ン
チ
パ
イ
プ
で
被
せ
て
そ
の
中
で
接
続
し
、

さ
ら
に
こ
の
上
下
を
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
用
の

網
で
覆
い
、
隙
間
は
細
い
金
網
で
包
む
よ

う
に
し
た

（対
策
２
）
。
こ
の
よ
う
に
す
る

「環
境
に
優
し
い
ミ
ニ
水
力
発
電
を
山
岳

環
境
保
全
に
役
立
て
よ
う
！
」
と
の
キ
ャ

ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
平
成
十
二
年
五
月
か
ら

稼
働
を
始
め
た
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
ミ

ニ
水
力
発
電
の
実
用
化
研
究
に
関
し
て
は
、

そ
の
目
的
と
意
義
、
許
認
可
等
の
試
運
転

ま
で
の
経
緯
、
完
工
式
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
会
報
六
四
七
号
、
六
五
七
号
、
六
六

二
号
で
報
告
し
て
き
た
。
本
格
稼
働

一
年

目
の
今
年
度
の
目
標
は
、
安
定
し
た
電
力

を
得
る
た
め
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
善

六
沢
か
ら
取
水
す
る

（山
研
の
裏
手
約
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
）
際
の
砂
と
落

ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委
員
会
　
森
　
武
昭

ち
葉

ｅ
本
屑
な
ど
の
ゴ
ミ
対
策
を
施
す
こ

と
で
あ

っ
た
。
以
下
に
そ
の
検
討
結
果
を

報
告
す
る
。

ミ
ニ
水
力
発
電
の
場
合
、
そ
の
取
水
場

所
に
よ

っ
て
ゴ
ミ
の
量
や
内
容
が
違

っ
て

く
る
。
善
六
沢
は
、
砂
地
で
あ
る
上
に
上

流
に
落
葉
樹
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
対

策
は
筆
者
が
今
ま
で
に
手
掛
け
て
き
た
ケ

ー
ス
に
比
べ
て
難
し
く
、
何
ら
か
の
有
効

な
手
法
を
編
み
出
す
必
要
が
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、
当
初

（試
運
転
か
ら
五
月
の

完
工
式
過
ぎ
ま
で
）
は
、
十
分
な
水
量
を

確
保
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
て
様
子
を

見
る
こ
と
に
し
、
写
真
の
よ
う
な
長
さ
約

一
メ
ー
ト
ル
の
三
イ
ン
チ

（七
五
ミ
リ
）

の
塩
ビ
パ
イ
プ
ニ
本
に
直
径
約

一
〇
ミ
リ

の
穴
を
多
数
空
け
た
だ
け
の
極
め
て
シ
ン

プ
ル
な
取
水
装
置

（対
策
○
）
で
試
し
て

み
た
。
そ
の
結
果
、
予
想
を
は
る
か
に
上

回
る
多
量
の
砂
が
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
に
貯
ま

る
と
と
も
に
本
屑
な
ど
で
取
水
回
の
穴
が

直
ぐ
に
詰
ま

っ
て
し
ま
い
、
三
時
間
程
度

で
発
電
量
が
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
が
明

ら
か
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
取
水
口

に
網
を
巻
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な

か
っ
た
。
三
イ
ン
チ
パ
イ
プ
は
、
水
を
吸

〓
距
世
響
曜
質
許
田
ｒ

対策1         対1策2
1.5インチバイプ6本で運 落rち葉対策|1用 バイプ1糸且
転6メひり8′

"(測
定期間  1.5インチバイプ3本で運

41日 )      転3お 0～ lα22銀」定期間
33日 )

対策ごとの運転時間の実績

1.5インチ塩ビバイプ

2インチパイプ

初期の取水口 (対策 0)

(4)

砂とゴミ対策を施した取水口 (対策 2)

難騨:彗
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と
、
取
水
回
は
砂
地
か
ら
浮
い
て
い
る
た

め
砂
は
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
く
な
る
。
ま
た
、

落
ち
葉
な
ど
の
ゴ
ミ
は
、
上
部
の
網
に

一

部
付
着
し
て
し
ま
う
が
、
下
部
か
ら
は
取

水
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
管
理
人
が

週

一
回
掃
除
に
行
け
ば
十
分
機
能
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

こ
の
二
段
階
の
対
策
に
よ
る
発
電
機
の

運
転
時
間
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
図
の
よ
う

に
、
対
策
ご
と
に
か
な
り
の
割
合
で
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
定
量
的
に
示
さ
れ
た
。

管
理
人
が
休
暇
ま
た
は
所
用
で
留
守
し
て

い
る
時
と
雨

（特
に
短
時
間
に
大
雨
が
降

る
と
濁

っ
て
し
ま
う
）
で
取
水
に
心
配
の

あ
る
時
は
運
転
を
休
止
し
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
は
夜
間
を
含
め
て
ほ
ぼ
常
時
運
転

可
能
と
な

っ
て
お
り
、
安
定
し
た
発
電
量

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
昨
年
度

ま
で
も
、
飲
料
水
の
確
保
の
た
め
管
理
人

が
週

一
、
二
回
水
場
の
保
守
に
行

っ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
う
大
き
な
負
担

増
に
な

っ
て
い
な
い
し
、
飲
料
水
用
パ
イ

プ
も
対
策
２
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
と
こ

ろ
、
混
入
す
る
砂
の
量
が
大
幅
に
減
る
と

い
う
あ
り
が
た
い
結
果
も
得
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
段
階
の
対
策
を
施

し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
の
当
初
の
目

的
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
。
来
年
度
は
、
山

小
屋
な
ど
で
使
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
発
電
機
の
制
御
方
式
と
発
生
し
た
電

力
を
環
境
保
全
に
役
立
て
る
よ
う
な
負
荷

の
使
い
方
の
二
点
に
つ
い
て
技
術
的
な
検

討
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

本
格
稼
働
し
た
初
年
度
に
、
上
記
の
よ

う
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の
は
、
現
場
を
預

か
る
立
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
、
ま
た
実
践
的
に
試
み
て
く
れ
た
管

理
人

（本
村
太
郎

・
弥
生
の
二
人
）
の
全

面
的
な
協
力
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ

っ
た

こ
と
を
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

＊

と
こ
ろ
で
、
平
成
十
年
十
二
月
の
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委

員
会

（委
員
長

ｏ
小
倉
副
会
長
）
は
、
設

計

・
許
認
可
手
続
き

・
設
置
工
事

・
完
工

式

・
本
格
稼
働
を
完
了
し
、
当
初
の
目
的

を
果
た
し
た
の
で
、
今
年
度
末
で
解
散
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
は
、
山
研
運
営
委
員
会
内
に
ミ

ニ
水
力
発
電
運
営
委
員
会

（委
員
長

・
小

倉
副
会
長
）
を
設
置
し
て
、
実
験
研
究
を

継
続
し
、
今
後
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
本
プ

ロ
ジ

エ

ク
ト
は
、
神
奈
川
工
科
大
学
と
の
共
同
研

究
と
し
て
実
施
し
て
き
て
お
り
、
平
成
十

三
年
度
以
降
も
さ
ら
に
三
年
間
継
続
す
る

契
約
を
締
結
し
た
の
で
、
今
後
も
技
術
面

で
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
以

上
の
方
針
は
、
平
成
十
三
年

一
月
の
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
。

山岳博物館散歩 0000・・011

東京都北区飛鳥山博物館

北区飛鳥山博物館は、城北の桜の名所・

飛鳥山公園内にあります。隣接する渋沢資

料館、紙の博物館と同時に平成10年 3月 に

開館したまだ新しい博物館です。

東京都23区 の一つである北区は、赤羽を

中心とする岩渕町、王子を中心とする王子

町、そして田端や板橋などを中心とする滝

野川町が、戦後あわさってできた自治体で

す。

甲武信ヶ岳に水源をもつ荒川に面し、武

蔵野台地と東京低地にまたがって立地し

ている地勢を活かしながら、旧石器時代以

降の区内の事象を中心に、自然・考古・歴

史・民俗など、14の テーマで展示されてい

ます。

山岳専門博物館 というわけではありま

せんが、北区は日本山岳会名誉会員の冠松

次郎さんが黒部峡谷を精力的に遡行され

ていた壮年期、そして戦後の晩年を送られ

た地であります。そこで、没後30年 を記念

して昨秋特別展を開催。生まれてから亡く

なるまでの冠氏の人生をたどり、さまざま

な資料でその業績をふ りかえりました。今

後 も機会あるごとに面白い特別展を企画

したいと考えています。

(主任主事 中野守久)

住所 〒114-0002
東京都北区王子1-1-3

TEL・ 03-3916-1133
FAX・ 03-3916-5900

開館時間 10:00～ 17:00
休館日 月曜、祝祭日の翌日 年末年始

観覧料 一般 :300円  子供 :100円

交通  JR京浜東北線王子駅南口より徒

歩5分。営団地下鉄南北線西ヶ原

駅・王子駅より徒歩7分。
*公園内のため駐車場はありません。

日帰‖からキ:lマンジャロ、
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二
十

一
世
紀
幕
開
け
の
春
と
あ

っ
て
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
は
話
題
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
話
題
づ

く
り
の
た
め
に

「初
の
」
を
ね
ら
う
人
た

ち
が
相
変
わ
ら
ず
多
い
。
チ
リ
の
四
人
の

女
性
登
山
家
が
、
「南
米
女
性
と
し
て
の
初

登
頂
」
を
め
ざ
し
て
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
向

か
う
。
三
十
四
歳
の
ク
ウ

ェ
ー
ト
人
、
ゼ

ド

・
ア
ル
ニ
フ
フ
ア
イ
は
、
「ア
ラ
ブ
人
と

し
て
初
登
頂
」
を
課
題
に
し
て
の
エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
行
き
だ
。

十

一
年
前
、
父
親
と
と
も
に
十
七
歳
で

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
頂
者
と
な

っ
た
フ
ラ
ン

ス
の
ベ
ル
ト
ラ
ン

・
ロ
シ
ュ
が
今
度
は
チ

ベ
ッ
ト
側
か
ら
、
妻
と
と
も
に
頂
上
を
め

ざ
す
。
ベ
ル
ト
ラ
ン
は
、　
一
九
九
〇
年
十

月
七
日
、
父
の
ジ
ヤ
ン
ー
ノ
エ
ル

・
ロ
シ

ュ
と
と
も
に
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
の
公
募
登

山
隊
に
参
加
、
そ
れ
ま
で
の
最
年
少
登
頂

記
録

（
一
九
七
三
年
の
イ
タ
リ
ア
隊
に
参

加
し
た
ネ
パ
ー
ル
少
年
、
シ
ヤ
ン
ブ
・タ
マ

ン
の
十
八
歳
）
を
破

っ
て
登
頂
し
、帰
路
は
、

サ
ウ
ス
コ
ル
か
ら
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
タ

ン
デ
ム
飛
行
し
て
ベ
ー
ス
に
戻

っ
た
記
録

を
持

つ
。
当
時
「初
の
父
子
同
時
登
頂
」
と

話
題
に
な

っ
た
が
、
今
度
は
別
ル
ー
ト
か

ら
お
し
ど
り
登
頂
を
計
画
し
て
い
る
。

ジ

ョ
ー
ジ

・
リ
ー

・
マ
ロ
リ
ー
の
同
行

者
だ

つ
た
ア
ン
ド
ル
ー

・
ア
ー
ヴ
イ
ン
の

捜
索
は
、
こ
の
春
も
続
け
ら
れ
る
。

九
九

年
五
月
に
、
マ
ロ
リ
ー
を
発
見
し
た
時
の

リ
ー
ダ
ー
、
エ
リ
ッ
ク

・
サ
イ
モ
ン
ソ
ン

ら
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
だ
が
、
マ
ロ

リ
ー
の
遺
体
を
発
見
し
た
コ
ン
ラ
ッ
ド

・

ア
ン
カ
ー
自
身
は
加
わ

っ
て
い
な
い
。

気
に
な
る
情
報
と
し
て
は
、
聖
な
る
山

と
し
て
登
山
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
マ
チ
ャ

プ
チ
ヤ
ン

（魚
の
尾
の
峰
の
意
、
六
六
九

六
メ
ー
ト
ル
）
が
、
い
よ
い
よ
解
禁
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
さ
や
か
れ
て
い

る
。
こ
の
山
は

一
九
五
七
年
に
、
イ
ギ
リ

ス
の
ジ
ミ
ー

・
ロ
バ
ー
ツ
隊
が
頂
上
直
下

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
登

っ
て
い
る
。

八
千
メ
ー
ト
ル
峰
全
十
四
座
に
登

っ
て

い
る
七
人
の
登
山
家
の
ひ
と
り
、
ス
ペ
イ

ン
の
フ
ァ
ニ
ー
ト

・
オ
ィ
ア
ル
ザ
バ
ル
が
、

「十
ヵ
月
間
で
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
を
含
む
七

大
陸
最
高
峰
登
頂
」
計
画
を
試
み
よ
う
と

し
て
、
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
オ
ィ
ア
ル

ザ
バ
ル
は
九
二
年
十
月
、

エ
ヴ

エ
ン
ス
ト

に
登
頂
し
て
い
る
が
、
そ
の
時
は
酸
素
の

助
け
を
借
り
た
。
今
回
は
無
酸
素
で
最
高

峰
に
登
り
直
す
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
は
、
「国
際
山
岳
年
」
の
話
。

カ
ラ
コ
ル
ム

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
擁
す
る
パ
キ

ス
タ
ン
の
観
光
開
発
協
会

（Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ｄ
）

は
二
月

一
日
、
来
年
二
〇
〇
二
年
の

「国

際
山
岳
年
」
を

「山
の

一
年
」
と
し
て
祝

う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
近
隣
諸
国
と
連
繋

を
取
り
、
こ
と
し

一
年
を
世
界
に
向
け
て

の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
年
と
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
。

国
連
が
九
八
年
十

一
月
の
総
会
で
決
議

し
た

「国
際
山
岳
年
Ｉ
Ｈユ
①
ヨ
盟
ｏ
コ
”
【

く
８
「
　
ｏ
「

〓
ｏ
ｃ
ユ
”
一”
　
略
称

・
Ｉ
Ｙ

Ｍ
」
（詳
し
く
は
二
〇
〇
〇
年
八
月
号
の
こ

の
コ
ラ
ム
で
書
い
た
）
に
つ
い
て
は
、
次

第
に
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
当
初
各
国

を
代
表
す
る
山
岳
組
織
で
結
成
さ
れ
て
い

る
国
際
山
岳
連
盟

⌒Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
）
は
静
観

の
構
え
、
と
い
う
姿
勢
だ

っ
た
が
、
昨
年

十
月
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
総
会
で
は
積
極
姿

勢
に
転
じ
、
「国
連
が
決
め
た
山
岳
年
の
機

会
を
活
か
し
て
」
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
実
施
す
る
旨
が
報
告
さ
れ
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
二
〇
〇
三
年
五
月
に
予

定
さ
れ
る

「
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
初
登
頂
五
十

周
年
」
を
ど
う
祝
う
か
、
が
山
岳
関
係
者

の
関
心
の
マ
ト
だ

っ
た
が
、
こ
こ
に
来
て

前
年
二
〇
〇
二
年
の

「国
際
山
岳
年
」
も

大
い
に
盛
り
上
げ
、
五
十
周
年
に
な
だ
れ

こ
も
う
、
と
い
う
空
気
に
な

っ
て
き
た
。

二
〇
〇
二
年
十
月
に
予
定
さ
れ
る
ポ
カ
ラ

の
国
際
山
岳
博
物
館
の
開
館
は
、
そ
の
目

玉
だ
。

日
本
で
も

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ろ
う
と
し

て
い
る
。
二
月
二
十
二
日
、
東
京
・青
山
の

国
連
大
学
で
、
日
本
山
岳
協
会
、
日
本
勤

労
者
山
岳
連
盟
、
日
本
山
岳
会
、
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｊ
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
代
表
が
参

加
し
て
初
の
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
を
開
い
た
の

だ
。
具
体
的
に
何
を
や
る
の
か
、
は
す
べ

て
こ
れ
か
ら
だ
が
、
小
さ
く
と
も
動
き
に

な

っ
て
き
た
の
は
、
よ
か
っ
た
。
国
連
が

対
象
に
し
て
い
る
の
は
、
「口
ｏ
ｃ
ユ
”
ヨ
（山

岳
）
」
で
あ
り

「ヨ
ｏ
ｃ
ユ
”
ゴ
①
①
「Ｆ
∞

（登

山
）
」
で
は
な
い
、
と
す
る
捉
え
方
を
し
て

し
ま
う
と
、
と

っ
つ
き
に
く
い
が
、
「山
を

深
く
と
ら
え
ら
れ
る
の
は
、
第

一
に
そ
の

地
域
の
住
民
で
あ
り
、
第
二
に
そ
こ
を
訪

れ
る
登
山
者
た
ち
だ
」
と
考
え
れ
ば
、
私

た
ち
が
楽
し
み
つ
つ
で
き
る
こ
と
は
多
様

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
日
本
山
岳

会
青
年
部
が
発
行
し
始
め
た
季
刊

「き
り

ぎ
り
す
」
と
い
う
手
作
り
の
冊
子
、
―
と

い
っ
て
も
九
五
ペ
ー
ジ
の
立
派
な
も
の
だ

が
―
を
紹
介
し
た
い
。
昨
年
十

一
月
に
創

刊
号
が
出
た
ば
か
り
だ
が
、
最
新
の

〃
二

号
〃
を
含
め
、
若
手
会
員
た
ち
の
山

へ
の

思
い
が
率
直
に
表
明
さ
れ
て
い
て
、
実
に

お
も
し
ろ
い
。
こ
ん
な
に
多
く
の
若
者
が

山
に
登
り
、
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
心
動
か
さ
れ
た
。

新世紀幕開けの

ヒマラヤ

江本嘉伸

ヒマラヤの山々
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報告

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

ガ
モ
フ
博
士
の
講
演
会

日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会

・
ガ
モ
フ
博

士
講
演
会

「新
世
代
の
携
帯
型
加
圧
バ
ッ

グ
（新
ガ
モ
フ
バ
ッ
グ
）
、
そ
し
て
ガ
モ
フ

ベ
ッ
ド
」
が
二
〇
〇

一
年

一
月
十

一
日

（本
）
十
八
時
三
十
分
よ
り
、
ア
ル
カ
デ
イ

ア
市
ヶ
谷
で
行
わ
れ
た
。
大
森
副
会
長
以

下
四
十
人
近
い
参
加
者
で
盛
況
で
あ

っ
た
。

ガ
モ
フ
博
士
は
、
今
で
は
大
き
な
高
所

登
山
や
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
隊
で
は
必
携
と
な

っ
て
い
る
携
帯
型
加
圧
バ
ッ
グ
の
開
発
者

で
あ
る
。
ガ
モ
フ
バ
ッ
グ
と
称
さ
れ
る
の

は
そ
の
故
で
あ
る
。
今
回
の
ガ
モ
フ
氏
の

講
演
は
、
ま
ず
、
二
重
バ
ッ
グ
構
造
に
し

て
二
酸
化
炭
素
排
泄
を
改
善
さ
せ
た
新
し

い
原
理
に
よ
る
新
世
代
の
ガ
モ
フ
バ
ッ
グ

の
説
明
。
今
ま
で
問
題
と
な

っ
て
い
た
ポ

ン
ピ
ン
グ
回
数
を
原
理
的
に
は
十
分
の

一

程
度
に
減
ら
せ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。

会
場
か
ら
は
難
し
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
い
う
声
も
出
た
。
実
際
の
フ
イ
ー
ル
ド

で
の
使
用
報
告
が
待
た
れ
る
。

二
番
目
は
、
新
た
に
開
発
し
た
小
型
の

低
圧
チ
ャ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
で
あ

つ
た
。

五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
減
圧
で
き

る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
自
宅
で
も
使
用
で
き
、

こ
の
中
で
眠
る
こ
と
に
よ
り
よ
い
初
期
高

度
馴
化
が
獲
得
で
き
る
の
だ
と
い
う
。
登

山
家
と
い
う
よ
り
は
普
通
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
飛
び
つ
き
そ
う
な
装
置
で
あ
る
。

通
訳
が
や
や
不
十
分
で
あ

っ
た
せ
い
か

ガ
モ
フ
氏
の
話
は
冗
漫
に
な
る
と
こ
ろ
も

あ

っ
た
が
、
多
数
参
加
し
て
い
た
若
い
年

代
の
人
々
は
積
極
的
に
ガ
モ
フ
氏
と
直
接

会
話
を
交
わ
し
、
メ
イ
ル
ア
ド
レ
ス
を
交

換
し
て
将
来
の
情
報
交
換
を
約
束
し
て
い

た
。
講
演
会
は
こ
う
い
う
場
で
な
く
て
は

い
け
な
い
。

ガ
モ
フ
氏
は
、
若
い
頃
は
な
ん
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
バ
ン
リ
ー
ナ
と
し
て
な
ら
し

て
お
り
、
母
親
は
モ
ス
ク
ワ

一
と
謳
わ
れ

た
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
。
父
親
は
ビ
ッ
グ
バ
ン

セ
オ
リ
ー
の
主
唱
者
と
し
て
有
名
な
天
文

物
理
学
者
、
ガ
モ
フ
理
論
の
ガ
モ
フ
博
士

で
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移

っ
て
き
た
絶
世
の
美
女
十
天
才
の
頭
脳
の

間
に
生
ま
れ
た
現
在
の
イ
ゴ
ー
ル

・
ガ
モ

フ
さ
ん
、
若
い
頃
は
両
親
に
反
発
し
学
校

と
勉
学
を
放
り
出
し
て
モ
ダ
ン
ダ
ン
サ
ー

に
逃
亡
し
た
と
い
う
わ
け
だ
、
あ
る
日
目

覚
め
て
数
学
を
勉
強
し
は
じ
め
る
ま
で
は
。

こ
の
て
の
話
は
、
講
演
が
終
わ

っ
て
お
酒

の
席
で
盛
り
上
が

っ
た
。

講
演
の
内
容
は
翌
々
日
の
読
売
新
聞
ス

ポ
ー
ツ
欄
に
囲
み
記
事
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

こ
れ
を
見
た
い
く

つ
か
の
機
関
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ

っ
た
。

ガ
モ
フ
氏
は
講
演
会
の
翌
日
は
大
月
の

橋
倉
温
泉

へ
、
翌
翌
日
は
韮
崎
に
あ
る
日

本
山
岳
会
会
員
有
志
の
ダ
ー
チ
ャ
ヘ
と
遊

び
、
日
本
的
な
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
を
満

喫
し
て
い
た
だ
い
た
。
　

　

⌒増
山
　
茂
）

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

指
導
委
員
会

（集
会

・
遭
難
対
策
委
員

会
な
ど
共
催
）
で
は
、
二
月
二
～
五
日
、

八
ヶ
岳

・
赤
岳
鉱
泉
定
着
で
、
恒
例
の
ア

イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
を
実
施
し
た
。

参
加
者
は
会
員
、
学
生
な
ど
十
七
名
。
講

師
に
は
日
本
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

第

一
人
者
で
あ
る
溝
渕
二
郎
氏
や
青
年
部

の
棚
橋
靖
会
員
ら
五
名
が
つ
と
め
た
。

例
年
に
な
い
積
雪
量
の
八
ヶ
岳
で
あ

っ
　

＞

た
が
、
天
気
に
恵
ま
れ
、
支
点
の
設
置
、　
　
＜

ト
ッ
プ

ロ
ー
プ
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
リ

ー
ド
の
基
本
練
習
、
最
新
用
具
の
紹
介
な

ど
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
本
全
般

に
わ
た
り
、わ
か
り
や
す
く
講
習
さ
れ
た
。

四
日
夜
に
は
、
テ
ン
ト
宿
泊
者
も
含
め

て
赤
岳
鉱
泉
小
屋
内
で
懇
親
会
が
催
さ
れ
、

講
師

へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
な
ど
も
飛
び

交

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
（松
原
尚
之
）

英
国
山
岳
会
の
趣
旨
に
賛
同

英
国
山
岳
会
よ
り
大
塚
会
長
宛
に
依
頼

が
あ

っ
た
。
主
旨
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂

を
目
指
し
て
行
方
不
明
に
な

っ
た
マ
ロ
リ 八ヶ岳で研修に励む参加者

．ぃ場
″　
　
宙

一̈構
珊
朧
鸞
鵬園
椰
鼎回
　
　
　
　
一
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―
の
相
棒
だ

つ
た
ア
ー
ヴ
イ
ン
の
遺
族
の

依
頼
を
受
け
た
英
国
山
岳
会
が
コ
メ
ン
ト

を
発
表
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
賛
同

の
依
頼
で
あ
る
。

一
昨
年
、
マ
ロ
リ
ー
の
遺
体
が
発
見
さ

れ
た
と
き
、
遺
体
写
真
な
ど
が
不
用
意
に

報
道
、
出
版
さ
れ
た
が
、
ア
ー
ヴ
イ
ン
の

遺
族
か
ら
、
今
後
発
見
物
が
あ

っ
た
と
き

ア
ー
ヴ
イ
ン
関
係
者
の
了
解
を
得
て
対
応

す
る
こ
と
、
を
公
的
に
要
求
す
る
も
の
で

あ

っ
た
。

日
本
山
岳
会
と
し
て
も
英
国
山
岳
会
の

主
旨
に
賛
同
す
る
趣
意
の
回
答
を
行

っ
た
。

（増
山
　
茂
）

日
本
山
岳
会
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

山
岳
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
二
月
よ
り

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
回
は

一
般

向
け
の
ペ
ー
ジ
に
加
え
、
会
員
専
用
の
ペ

ー
ジ
を
設
け
、
各
委
員
会
、
支
部
情
報
な

ど
を
掲
載
し
て
、
よ
り
会
員
の
方
々
へ
の

情
報
連
絡
の
向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
会
員
の
皆
さ
ん
ご
自
身
で
意
見
や
情

報
を
投
稿
で
き
る
掲
示
板
を
新
た
に
設
け

ま
し
た
。

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
、
ロ
グ
イ
ン

に
必
要
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
記
事
を
各

委
員
会
、
支
部
、
同
好
会
よ
り
広
く
募
集

し
ま
す
。
投
稿
要
領
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。掲

載
に
つ
い
て
質
問
や
相
談
は
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
に
設
置
の
各
窓
口
担

当
者
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
用
記
事
の
投
稿
方
法
に

つ
い
て

一
、
記
事
の
投
稿
依
頼

各
支
部
、
各
委
員
会
は
担
当
の
窓
口
担

当
者

へ
記
事
掲
載
依
頼
を
す
る
。

窓
口
担
当
者
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

二
、
記
事
の
作
成

原
稿
は
左
記
の
い
ず
れ
か
の
フ
ァ
イ
ル

で
作
成
す
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
　
Ｆ
ｉ
ｌ

ｅ
、
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ

Ｆ
ｉ
ｌ

ｅ
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
形
式

写
真
な
ど
の
画
像
フ
ア
イ
ル
は

‐００
Ｋ
Ｂ

／
フ
ア
イ
ル
を
目
処
と
す
る
。

三
、
記
事
の
投
稿
手
段

通
常
、
支
部

ｏ
委
員
会
は
原
稿
を
作
成

後
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
の
窓
口

担
当
者
に

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
す
る
。

フ
ロ
ッ
ピ
ー
フ
ア
イ
ル
で
提
出
す
る
事

も
可
能
。

四
、
記
事
内
容
の
責
任

委
員
会
の
記
事
は
担
当
理
事
、
支
部
の

記
事
は
支
部
長
が
承
認
し
た
も
の
と
す
る
。

同
好
会
の
ペ
ー
ジ
は
、
同
好
会
代
表
が

承
認
し
た
も
の
と
す
る
。

窓
口
担
当
者
は
記
事
の
内
容
の
加
工
は

し
な
い
が
、
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
す
る
記
事
の

書
式
上
の
修
正
は
窓
口
担
当
者
が
実
施
す

る
。

五
、
記
事
の
掲
載
時
期
と
期
間

窓
口
担
当
者
が
記
事
を
受
領
後
、
二
週

間
以
内
に
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
す
る
よ
う
に
努
力

す
る
。

記
事
掲
載
後
、　
一
年
を
経
た
記
事
は
随

時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
削
除
す
る
。

削
除
は
窓
口
担
当
者
が
実
施
す
る
。

●
窓
口
担
当
者

一
覧

』．”
０
‥〓
り
∞
リ
ト
６
）』．”
０
・〇
「
・」０
　
　
（一精
一↓小
）

支
部
…
北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、
秋
田
、

山
形

委
員
会
…
フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
、
資
料
、

高
所
登
山
、
青
年
部

●
ｏ
‥〓
ｕ
四
）Ｎ
◎

，
ｏ
・ｏ
ユ
ｏ

（多
田
）

支
部
…
宮
城
、
福
島
、
越
後
、
信
濃
、

山
梨

委
員
会
…
医
療
、
海
外
連
絡
、
集
会

』．”
ｏ
‐，
υ
〔当
）ω
◎
」”
９
ｏ
「
・』．ｏ
　
（ヽ
水
田
）

支
部
…
静
岡
、東
海
、岐
阜
、富
山
、
石
川

委
員
会
…
総
務
、
財
務
、
会
報
編
集
、

山
岳
編
集

，
ｏ
‐コ
ｕ
鴇
）卜
◎

，
９
ｏ
ユ
リ

（丸
山
）

支
部
…
福
井
、
京
都
、
関
西
、
山
陰
、

広
島

委
員
会
…
山
研
、
科
学
、
学
生
部

』．”
の
―す
０
∞
０
０
６
）』。”
Ｏ
ｏＯ
「
。」０
　
　
（〓
下
上
）

支
部
…
福
岡
、
北
九
州
、
東
九
州
、
熊

本
、
宮
崎

委
員
会
…
指
導
、
自
然
保
護

』。”
０
‥〓
Ｕ
∞
Ｕ
Ｏ
合
）」”
の
・〇
「
・」。０
　
（誉
吊
国
）

す
べ
て
の
同
好
会

な
お
、
次
の
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
専
任

で
お
任
せ
し
て
い
ま
す

」”
ｏ
‥一ｏ
∽，
ｏ
◎
」．ｏ
ｏ
。ｏ
ユ
リ

（狩
野
）

図
書
委
員
会

』。”
ｏ
‥お
∽８
①
◎

，
ｏ
。ｏ
ユ
リ

（松
原
）

遭
難
対
策
委
員
会
　
　
　
（多
田
真
弘
）

寄
贈
作
品
を
紹
介
し
ま
す

昨
年
十
二
月
よ
り
本
年

一
月
ま
で
に
以

下
の
作
品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
北
地
区
海
外
登
山
研
究
会

・
「至
上
の
頂
（八
八
四
八
メ
ー
ト
ル
）

〃チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
〃
」
　

　

三
三
分

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
　
創
立
四
十
周
年

記
念

・
「世
界
の
山
岳
遭
難
防
止
に
知
力
を
尽

し
て
」
　

　

　

　

　

　

　

　

七
七
分

い
文
藝
春
秋
社

（映
像
企
画
部
）

・
二
十
世
紀
の
冒
険
家

「メ
ス
ナ
ー
自
伝

―
限
界

へ
の
情
熱
」
　

　

　

六
六
分

・
稜
線
の
博
物
誌

「穂
高
」
　

　

六
〇
分

田
中
亮
三
氏

．
「Ｆ
Ｏ
∽
一
〇
コ
　
国
く
の
「
①
∽
一　
∽
Ｏ
Ｃ
一ｒ

『
〇
「

りく〔”
〓
〇
「く
　
”
”
Ｑ
　
Ｈつ
ユ
コ
①
」

（Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ⅱ
制
作

・
英
語
版
）

四
五
分

小
倉
董
子
氏

（撮
影

・
林
田
重
男
）

・
「ア
フ
リ
カ
横
断

一
万
キ
ロ
　
早
大
赤
道

昭
和
三
十
三
年
ア
フ
リ
カ
遠
征
隊
」

（撮
影

ｏ
森
　
宏
子
）

(8)
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・
「砂
漠
の
バ
ラ
・
バ
ル
カ
ン
の
バ
ラ
ー
東

欧
。
サ
ハ
ラ
」
　
　
　
　
　
　
九
〇
分

ｏ
「ピ
ン
ク
レ
デ
イ
　
羊
の
島
を
行
く
」

五
〇
分

・
「女
四
人
南
米
大
陸
冒
険
旅
行
」
七
〇
分

第
三
十
九
回
例
会

・
丹
沢
表
尾
根

山
行
と
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会

●
第
二
十
九
回
例
会

丹
水
会
の
二
十
周
年
を
記
念
す
る
第
二

十
九
回
例
会
は
、
十
五
周
年
記
念
時
の
会

場
と
同
じ
神
奈
川
県
秦
野
市
の
丹
沢
登
山

口
に
あ
る

「大
倉
山
の
家
」
で
、
二
〇
〇

〇
年
十

一
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
程
が
他
の
山
岳
関
係
の
行
事
と
重

な

っ
た
た
め
、
参
加
者
は
三
十
八
名
と
い

つ
も
よ
り
少
な
日
で
し
た
。

交
流
会
前
の
講
義
は
、
若
い
頃
に
丹
沢

主
峰
の
蛭
ヶ
岳
の
小
屋
番
も
し
た
神
奈
川

新
聞
社
元
運
動
部
長
の
岸
順
之
氏
に
、
若

い
頃
の
山
の
話
や
現
役
新
聞
記
者
の
目
か

ら
見
た
現
在
の
丹
沢
や
山
小
屋
、
登
山
者

に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

翌
二
十
六
日
は
朝
か
ら
抜
け
る
よ
う
な

青
空
が
広
が
り
、
記
念
山
行
に
ふ
さ
わ
し

い
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
影
し
た
後
、
宿
か
ら
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
前
の
吊
り
橋
を
渡

っ
て
三
ノ
塔

ヘ

登
り
、　
一
時
間
ほ
ど
の
尾
根
歩
き
の
後
、

書
策
新
道
を
下
る
脚
の
そ
ろ
っ
た
グ
ル
ー

プ
と
、
林
道
を

一
時
間
ほ
ど
歩
い
た
後
に

小
丸
尾
根

へ
登
る
ル
ー
ト
を
往
復
す
る
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

三
ノ
塔
グ
ル
ー
プ
は
所
用
の
た
め
途
中

で
引
き
返
し
た

一
名
を
除
き
、
七
名
が
十

一
時
過
ぎ
に
表
尾
根
に
到
着
し
ま
し
た
。

予
定
通
り
の
快
適
な
尾
根
歩
き
を
楽
し
ん

で
か
ら
、
十
六
時
前
に
大
倉
の
バ
ス
停
に

戻
り
ま
し
た
。

小
丸
グ
ル
ー
プ
で
は
、
途
中
で
引
き
返

す
予
定
の
人
が
う
ま
そ
う
に
飲
ん
だ
ビ
ー

ル
の
誘
惑
に
勝
て
ず
に
下
山
ま
で
お
付
き

合
い
し
た
人
も
出
ま
し
た
が
、
最
終
は
十

三
時
に
小
丸
到
着
、
先
着
の
全
員
に
拍
手

と
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

両
グ
ル
ー
プ
は
夕
方
に
大
倉
で
再
会
、

記
念
祝
賀
会
で
の
再
会
を
約
し
て
三
十
九

回
例
会
を
終
え
ま
し
た
。

●
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会

丹
水
会
創
立
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
は

二
〇
〇

一
年
二
月
二
日
に
神
奈
川
県
秦
野

市
に
あ
る

「グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
神
奈
川
秦

野
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に
大
塚
博

美
会
長
、
二
宮
忠
夫
秦
野
市
長
、
記
念
講

演
の
講
師
に
元
栄
光
学
園
副
校
長
で

「天

狗
さ
ん
」
の
愛
称
を
持

つ
ハ
ン
ス

・
シ
ュ

ト
ル
テ
さ
ん
を
迎
え
、
八
十
六
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

五
十
年
前
に
丹
沢
の
沢
登
り
を
し
て
い

た
と
い
う
実
績
の
持
ち
主
、
シ
ュ
ト
ル
テ

さ
ん
の
講
演
で
は
、
お
話
だ
け
で
な
く
、

学
園
で
創
作
し
た
ヨ
ー
デ
ル
も
織
り
込
ん

だ
丹
沢
歌
謡
を
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
美

声
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

節
分
の
日
と
あ

っ
て
式
典
の
部
は
記
念

山
行
参
加
最
高
齢
の
Ｋ
さ
ん
に
よ
る
豆
ま

き
で
終
了
し
ま
し
た
。

四
十
八
瀬
川
の
沢
登
り
が
昭
和
十
五
年

で
す
か
ら
私
の
山
歴
は
長
く
な
い
、
と
お

っ
し
ゃ
る
Ｓ
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま

っ
た
歓
談
の
部
で
は
、
若
い
頃
か
ら
丹
沢

を
歩
き
、
数
多
く
の
写
真
を
撮
り
続
け
て

き
た
奥
野
幸
道
さ
ん
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
上

映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
う

っ
そ
う
と
し
た

本
々
に
覆
わ
れ
た
山
稜
な
ど
、
現
在
の
姿

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
音
の
丹
沢
の
写
真

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（國
見
ゆ
み
子
）

例会の翌朝、山行前の記念撮影

畿電錨贔―等三角点のすべて
多摩雪雄編 B6判 0350頁 0定価 1995円 (税込)

都 道府 県別 に一 等三 角 点 を地 図上 に明示 。一 等三角

点 の詳細 な解説、一等三角点研究 の決定版 。

く
野:稿

>―等三角点の名山100
B6判 0336頁・定:価 1632円 (税1込)

100山 すべてコース図と写真入りで実用性が高い。

喜撃言贔―等三角点の名山と秘境
A5判 0340頁 0定価 1837円 (税込 )

全国一等三角点の地方別の配置図 と全国の一等三角

点の総覧が付いている。一等の山 100座 を紹介。地

図が大 きく見易い。

く第20巻>―等三角点の山々
A5判 0310頁 0定価 1680円 (税込 )

一等三角点の山シリーズ。280山 の総索引と高度順
一等三角点 100座が付いている。80座を紹介。

第9巻、第18巻、第20巻のガイドの山は重複しません。

新ハイキングの見本誌はハガキで申し込めば無料で送付します。

新ハイキング社墨撃「:跛菅巽摺認|1評 ll:

新ハイキング選書

(9)



山 670-2001・ 3・ 20(第二種郵便物認可 )

東

西
南

北

イラスト・宇都木慎一

山
本
健

一
郎

「山
」
の

一
月
号
を
読
ん
で
い
て
お
や
と

思

っ
た
。
図
書
紹
介
の

『生
と
死
の
ミ
ニ

ヤ

・
コ
ン
ガ
』
で
札
幌
山
岳
会
の

一
九
九

七
年
の
登
頂
を
第
二
登
と
し
て
い
る
が
、

中
国
隊
を
入
れ
れ
ば
第
六
登
の
は
ず
で
あ

る
。
あ
る
山
に
関
す
る
本
の
紹
介
を
引
き

受
け
た
な
ら
、
そ
の
山
の
登
攀
史
く
ら
い

は
頭
に
入
れ
て
お
書
き
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
こ
の
山
は

一
九
三
二

年

（昭
和
七
）
に
ア
メ
リ
カ
隊
に
よ

っ
て

登
ら
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
前
年

（
一

九
二

一
年
）
ス
マ
イ
ス
隊
が
登

っ
た
カ
メ

ッ
ト

（七
七
五
六
メ
ー
ト
ル
）
に
次
ぐ
人

類
が
登

っ
た
第
二
の
高
峰

（七
五
五
六
メ

ー
ト
ル
）
の
登
頂
記
録
で
あ

っ
た
。
六
月

十
六
日
に
上
海
を
出
発
し
て
、
登
頂
し
た

の
が
十
月
二
十
八
日
と
知
る
だ
け
で
、
い

か
に
困
難
な
登
攀
で
あ

っ
た
か
察
し
が
つ

く
だ
ろ
う
。

初
登
頂
よ
り
二
十
五
年
を
経
て
、　
一
九

五
七
年
に
中
国
隊
が
登
頂
し
た
が
、
頂
上

に
ア
メ
リ
カ
隊
の
痕
跡
が
何
も
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
、
初
登
頂
は
中
国
隊
の
も

の
で
あ
る
と
の
報
告
を
発
表
、
世
界
の
登

山
界
を
論
争
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。

し
か
し
ア
メ
リ
カ
隊
の
報
告
書
に
は
頂

上
で
撮
影
さ
れ
た
パ
ノ
ラ
マ
写
真
が
あ
り
、

登
頂
に
つ
い
て
は
疑
い
の
余
地
が
な
く
、

か
え

っ
て
中
国
隊
の
報
告
に
疑
間
が
多
く

指
摘
さ
れ
た
。
ま
ず
中
国
隊
の
写
真
は
北

西
稜

⌒六
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
ハ
ン
プ

（こ
ぶ
）
よ
り
上
で
写
さ
れ
た
も
の
が

一

枚
も
な
い
こ
と
。
次
に
頂
上
に
ケ
ル
ン
を

積
み
、
登
頂
の
記
録
を
書
い
た
紙
片
を
缶

に
入
れ
て
そ
の
下
に
残
し
、
記
念
に
頂
上

の
岩
を
ピ
ッ
ケ
ル
で
砕
い
て
持
ち
帰

っ
た

と
あ
る
が
、
頂
上
は
雪
に
覆
わ
れ
ケ
ル
ン

を
積
む
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

結
局

一
九
五
八
年
の
ア
ル
パ
イ
ン
ジ
ヤ

ー
ナ
ル
に
は

「
い
ま
や
疑
い
は
中
国
隊
に

向
け
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
隊
は
岩
が
出
て

い
る
の
は
頂
上
か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

（高
差
）
も
下
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
が
．

中
国
隊
は
金
属
の
容
器
を
石
の
ケ
ル
ン
の

下
に
埋
め
た
と
報
告
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
」
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
中
国
隊

は
何
の
反
論
も
せ
ず
、　
一
九
五
九
年
に
出

さ
れ
た
報
告
で
は

「缶
を
雪
の
中
に
埋
め

た
」
と
書
き
改
め
て
し
ま

っ
た
。

私
も
興
味
を
持
ち
、
ア
ル
パ
イ
ン
ジ
ヤ

ー
ナ
ル
の
六
十
三
巻
の
中
国
隊
の
記
録
を

読
ん
だ
が
、
こ
れ
は
実
に
面
白
か
っ
た
。

登
頂
日
の
と
こ
ろ
は

「午
前
三
時
に
出
発

し
た
」
と
あ
り
、
次
の
行
は

「午
後

一
時

半
に
頂
上
に
着
い
た
」
と
な

っ
て
い
て
、

あ
ら
も
う
着
い
て
し
ま

っ
た
の
と
あ

っ
け

に
と
ら
れ
た
。
全
体
で
二

一
ペ
ー
ジ
も
あ

る
の
に
最
終
キ
ヤ
ン
プ
か
ら
頂
上
ま
で
の

記
述
が

一
行
も
な
い
報
告
に
は
初
め
て
お

目
に
か
か
っ
た
。

次
の
頂
上
か
ら
の
眺
め
の
描
写
も
面
白

い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
あ
た
り
を
訳
し
て
い

た
と
き
だ

っ
た
の
で
気
が
つ
い
た
が
、
ア

メ
リ
カ
隊
の
記
録
の
丸
写
し
の
文
章
で
は

な
い
か
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
小
生

が
訳
し
た
ア
メ
リ
カ
隊
の
記
録

『ミ
ニ
ヤ

コ
ン
カ
初
登
頂
』
の
訳
者
あ
と
が
き
に
双

方
の
原
文
を
対
比
し
て
あ
る
の
で
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

こ
の
後
私
の
知
る
限
り
で
は

一
九
八
二

年
五
月
の
ス
イ
ス
隊
、
三
名
登
頂
、
下
山

中

一
名
死
亡
。
同
年
十
月
ア
メ
リ
カ
隊
二

名
登
頂
。　
一
九
八
四
年
十
月
ド
イ
ツ
隊
の

記
録
を
第
四
登
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

ど
う
や
ら
ア
ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
ブ
で
は
中

国
隊
の
登
頂
を
認
め
て
い
な
い
よ
う
だ
。

し
た
が

っ
て
、
札
幌
山
岳
会
の
記
録
は
第

二
登
で
は
な
く
、
第
五
も
し
く
は
第
六
登

に
な
る
も
の
の
、
決
し
て
札
幌
山
岳
会
隊

の
登
頂
の
価
値
を
減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
登
頂
者
が
千
人
を
超
え

る
と
い
う
の
に
こ
の
山
の
登
頂
者
は
ま
だ

中
国
隊
の
六
人
を
入
れ
て
も
わ
ず
か
十
八

人
、
横
山
英
雄

・
長
原
孝
友
両
氏
の
登
頂

は
日
本
の
登
山
史
に
残
る
快
挙
で
あ
る
。

山
岳
事
典
二
つ

大
森
久
雄

も
の
ご
と
を
理
解
す
る
基
本
は
、
対
象

に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を
も

つ
こ
と
か
ら

は
じ
ま
る
が
、
そ
の
知
識
を
得
る
の
に
最

適
な
も
の
が
本
で
あ
り
、
と
り
わ
け
事
典

で
あ
る
。
山
も
例
外
で
は
な
い
。

昨
年
夏
、
シ
ャ
モ
ニ
や
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の

書
店
で
よ
く
目
に
つ
い
た

一
つ
が

《口
０
‐

↓
】Ｏ
Ｚ
Ｚ
＞
〓刀
国

∪
国

Ｆ
＞

】≦
Ｏ
Ｚ
弓
＞
Ｏ
Ｚ
国
》
。

著
者
は
シ
ル
ヴ
ア
ン

・
ジ

ュ
ウ
テ
イ
と
ユ

ベ
ー
ル

・
オ
デ
イ
エ
（∽
■
く
”
す
」ｏ
ｃ
ゼ

ゃ

〓
Ｃ
σ
①
二
〇
３
①
「
）
。
そ
の
名
の
通
り
の
山

岳
事
典
で
、
天
地
二
三
八
ミ
リ
、
左
右

一
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史
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六
〇
ミ
リ
、
厚
さ
五
セ
ン
チ
、
七
二
〇
ペ

ー
ジ
と
い
う
堂
々
と
し
た
も
の
。
古
今
東

西
の
山
、
人
物
、
用
具
、
技
術
な
ど
が
網

羅
さ
れ
、
写
真
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ン
デ
ス
、

ア
ル
プ
ス
の
迫
力
あ
る
も
の
か
ら
、
歴
史

的
な
記
録
ま
で
豊
富

（ほ
と
ん
ど
が
カ
ラ

ー
）。
最
も
面
白
い
の
は
人
物
紹
介
で
、
ア

ル
プ
ス
開
拓
期
の
パ
イ
オ
ニ
ア
は
も
ち
ろ

ん
、
ガ
イ
ド
、
シ
ェ
ル
パ
な
ど
の
裏
方
か

ら
現
代
の
ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
男

女
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
ま
で
、
独
立
項
目
で
多

数
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
登
山
の
流
れ
と
人

物
の
知
識
を
得
る
の
に
は
最
適
。

「日
本
」
と
い
う
項
で
は
、
日
本
ア
ル
プ

ス
や
登
山
の
発
展
が
志
賀
重
昂
、
ウ
ェ
ス

ト
ン
な
ど
の
名
前
を
入
れ
て
簡
潔
に
書
か

れ
、
「富
士
」
「山
伏
」
と
い
う
項
目
ま
で

あ
っ
て
、
日
本
人
と
山
と
の
結
び
つ
き
が

解
説
さ
れ
て
い
る
。
独
立
項
目
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
人
物
は
、
槙
有
恒
、
加
藤
保
男
、

田
部
井
淳
子
、
山
田
昇
、
植
村
直
己
な
ど
。

い
ず
れ
も
内
容
は
正
確
で
、
従
来
と
も
す

れ
ば
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
記
述
が
あ
っ
た
あ

ち
ら
製
の
本
と
は
違
っ
て
い
る
。

写
真
で
は
中
野
融
の
も
の
が
多
数
使
用

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
「山
岳
写
真
」
と
い
う

項
目
の
中
で
、
ア
ン
セ
ル

・
ア
ダ
ム
ス
に

触
れ
た
後
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
は
日

本
の
写
真
家
だ
と
し
て
、
水
越
武
、
自
川

義
員
、
自
旗
史
朗
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
山
岳
書
出
版
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
・

ア
ル
ト
ー
社
、　
一
九
九
九
年
の
発
行
。

言
葉

の
点
で
諦
め
て
し
ま
う
人
に
は
、

メンヽ
”
〓
⊂
コ
∽選
、〇
ユ
〓
「国
Ｚ
の
く
の
Ｆ
Ｏ
「
＞
国
∪
【＞

〇
「
〓
Ｏ
Ｃ
Ｚ
↓
≧
Ｚ
国
国
型
Ｚ
の
」
が
あ
る
。
こ

ち
ら
は
初
版
が

一
九
七
五
年
だ
か
ら

ご
存

知

の
方
も
多

い
だ
ろ
う
が

（先
頃
、
坂
下

直
枝
氏
が
田
口
二
郎
氏
追
悼

の
な
か
で
こ

の
本
に
触
れ
て
い
た
）
、
「Ｚ
国
ヨ

国
Ｚ
嘔
力
の
国
∪

＞
Ｚ
∪

⊂
「
∪
＞
弓
国
∪

国
∪
】↓
〓Ｏ
Ｚ
」
ル
」
い

つヽ

の
が
ベ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
で
出
て
い
る
。

〓
ｏ
ａ

①
「
で
∽
一ｏ
品
Ｆ
８

刊
。前
述
の
フ
ラ

ン
ス
山
岳
事
典
が
ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
な
要
素

が
強
い
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
、
細
か

な
活
字
び
っ
し
り
の
三
七
〇
ペ
ー
ジ
、
両

雄
あ
い
譲
ら
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。０
〓
ヨ
σ
ｌ

ゴ
∞
一ｏ
」”
ｕ
”
つ
と
い
う
独
立
項
目
が
あ
る

ほ
Ｔ
が
可
”
σ
①
一
」Ｃ
Ｄ
バ
〇
＼
∽
”
バ
”
∽
コ
〓
”
Ｚ
●
Ｏ
①

＼
Ｃ
①
ヨ
Ｃ
「”
Ｚ
”
〇
ヨ
一＼
く
”
ヨ
”
Ｑ
”
Ｚ
Ｏ
σ
Ｏ
「Ｃ

な
ど
が
登
場
。

両
書
と
も
、
か
の
地
の
人
た
ち
の
登
山

文
化
の
厚
さ
と
広
さ
を
知
ら
さ
れ
て
う
ら

や
ま
し
く
な
る
と
同
時
に
、
日
本
は
負
け

て
い
る
な
と
悔
し
く
な
る
。

な
お
、
少
な
く
と
も
前
記
フ
ラ
ン
ス
版

の
ほ
う
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
ア
マ
ゾ

ン
で
検
索

ｏ
注
文
で
き
る
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
思
い
出

工
藤
光
隆

「上
級
生
が
少
な
い
と
き
の
新
入
部
員
は

強
く
な
る
」
。
Ｍ
講
師
の
こ
の
言
葉
に
励
ま

さ
れ
て
、
私
は
そ
の
後
の
合
宿
を
頑
張

っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
の
は
、
大
学
山
岳

部
二
年
目
の
十

一
月
の
末
、　
一
九
六
八
年

第

一
回

「大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
冬
山
研

修
会
」
の
時
で
し
た
。
Ｍ
さ
ん
は
わ
れ
わ

れ
の
班
の
実
技
の
講
師
で
し
た
。
私
は
研

修
所
で
渡
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
載

っ
て
い

る
講
師
の
名
前
を
見
て
、感
動
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
山
岳
部
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を

目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

実
現
の
た
め
に
調
べ
て
い
る
文
献
や
資
料

の
中
に
出
て
く
る
名
前
が
並
ん
で
い
た
か

ら
で
し
た
。
あ
の
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
の
と

き
の
隊
員
を
は
じ
め
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の

経
験
を
持

つ
大
学
山
岳
部
の
先
輩
、
そ
し

て
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ア
イ
ガ
ー
北
壁

の
登
攀
に
成
功
し
た
Ｔ
氏
の
名
前
も
あ
り

ま
し
た
。

研
修
所
で
の
講
義
の
後
は
実
技
講
習
で

す
。
雷
鳥
平
ま
で
入
り
、
テ
ン
ト
の
設
営

を
し
ま
し
た
。
私
が
最
も
嬉
し
か
っ
た
の

は
テ
ン
ト
の
な
か
で
Ｍ
さ
ん
の
話
を
聞
け

た
こ
と
で
し
た
。
「あ
の
ロ
ー
ツ
ェ
ｏ
シ
ャ

ー
ル
の
Ｍ
さ
ん
だ
、
『ア
ン
デ
ス
か
ら
ヒ
マ

ラ
ヤ
ヘ
』
（濱
野
吉
生
著
、
自
水
社
）
の
本

で
名
前
を
見
る
だ
け
だ
と
思

っ
て
い
た
人

が
、
今
、
日
の
前
に
い
て
直
接
話
が
聞
け

る
」
夢
の
よ
う
な
時
間
で
し
た
。
最
後
の

夜
、
私
は
思
い
切

っ
て
た
ず
ね
ま
し
た
。

「私
は
弘
前
大
学
山
岳
部
の
二
年
部
員
で

す
。
今
年
の
冬
山
合
宿
に
参
加
で
き
る
上

級
生
は

一
人
だ
け
で
す
が
、
日
高
山
脈
で

冬
山
合
宿
を
や
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

新
入
部
員
が
七
人
い
ま
す
。
日
高
で
国
境

稜
線
を
歩
き
た
い
の
で
す
が
」
。
こ
の
と
き

の
答
が

「上
級
生
が
少
な
い
と
き
の
新
入

部
員
は
強
く
な
る
よ
」
と
い
う
言
葉
で
し

た
。
そ
し
て
ペ
テ
ガ
リ
岳
の
早
稲
田
尾
根

の
話
に
な
り
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
た
メ
ン

バ
ー
で
、
あ
の

「剣
の
歌
」
の
も
と
に
な

っ
た
赤
谷
尾
根
か
ら
の
剣
岳
ア
タ
ッ
ク
が

実
行
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
年
の
冬
山
合
宿
は
成
功
し
、
翌
年

の
冬
山
合
宿
は
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
か
ら
ピ
パ

イ
ロ
岳
ま
で
の
縦
走
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
の
成
功
で
ヒ

マ
ラ
ヤ
が
近
づ
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根深誠さんと行く
ダージリン0ヒマラヤ展望トレッキングと

シェルバ史探訪10日 間

ロンボク島・リンジャニ山と
バリ島0アグン山登頂

ヽ 9日間

ヒマラヤの旅と登山を続け、多くの

著書がある、根深誠氏同行。ヒマ

ラヤ展望トレッキングとダージリン

やカトマンズなどのシェルバゆかり

の地を訪れます。■発着地:東京

●4/26'発|¥360,000

頂上から雄大な火口湖と海が望めるリ

ンジャニ山バリ島の最高峰アグン山、南

海に浮かぶふたつの名峰に登ります。

|■1発着地:東京。大阪0名古屋・福岡

●4ノ12● 4ノ26●5/11発

¥268,000～¥318,000

砕 月″鮨グノト」

"≒

ど貿』1罵釜″
〒105-0003港 区西 新 橋 1-12-1(西新 橋 1森 ビル )TEL.03-3503‐ 1911
大 阪 806(6444)3033名 古 屋 ‐ 052(581)3211 福 岡‐ 092(715)1557
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ビデオテープ保管リス ト (フ ィルム・ビデオ委員会)

山岳会が所蔵しているビデオテープをご紹介します。ヒマラヤ登山の記録や名山シリーズ、登山技術など種類は多岐に
わたります。ルームに備え付けのノートに所定の事項を記入してご覧ください。持ち出しは原則として禁止しています。

ビデオテープ  《無記入はVHS》 《β》

1 北アルプス 〈空撮〉
2 穂高60年史
3 山  男
4 人間の記録、アルピニズムの先駆者
5 チョモランマ北壁隊 (JAC)
6 西蔵世界の屋根を行 く・ヒマラヤ千古の道
7 スイス、ベルンのアルペン・ミュージアム

8 カンチェンジュンガ縦走
9 カンチェンジュンガ 水曜ロー ドショー

10 日本山岳会自然保護委員会 《β》
11 日本山岳会創立80周年記念番組
12 第Ⅱ回宮崎ウェス トン祭
13 マナス́ルに立つ (1975。 10)

14 ヒマラヤ展 (展示物の紹介 )

15 県境を行 く (日 本の屋根アルプスを越えて)

16 ズームイン朝 “あどべんちゃ一ンディ"

17 早池峰山
18 自  馬  (今井通子の名山 トレッキングシリーズ)

19 穂  高  (今井通子の名山トレッキングシリーズ)

20 燕から槍へ (今井通子の名山トレッキングシリーズ)

21 アフリカ横断1万 キロ (早大赤道アフリカ遠征隊)

22 エピック オブ エベレス ト (1924)
23 ナンダコット征服 (1936)
24 黒部の秋 (1929)
25 スキーツアー (1929～ 30)
26 冬のロータン峠 パンジャブ・ヒマラヤ (1930)
27 1962ビ ッグホワイ トピーク第2次・3次隊の記録 (全岳連隊)

28 マナスルに立つ 1987年 2月  毎日新聞社
29 ネパールヒマラヤ 「ヤルンカン登頂一京大山岳会」
30 オーロラと風車 極地風力発電にかけた男たちの記録
31 ディオティバ 1960年登山
32 91-丹沢清掃登山一三の塔～烏尾尾根
33 雪崩を越えて一横浜山岳協会チョゴリ峰登頂記録
34 ①エベレス ト (NHK)② ドキュメンタリー特集 日本山岳会エベンス ト
35 立正大 0新彊大合同シルクロー ド踏査隊記録
36 交響詩 「立山」
37 第 10回登山医学シンポジュウム

38 新春スペシャル 甦る中央アジア 極寒のパ ミールに幻の民を求めて

39 ヒマラヤを歩いたにほん猿一ムギとQ太 と登山隊
40 槍ヶ岳開山 (播隆)

41 槍ヶ岳開山基 (播隆)

42 魅惑の槍・穂高岳
43 西穂高岳歳時記 (這松のかお りのする男の山)

44 燕岳の自然～美しき時の流れに

45 山・ヒマラヤに魅せられて
46 ヘ リコプターによる山岳遭難救助活動
47 NNN'91特集 開発と環境
48 やかまし村の子供たち-86スエーデン

49 21世 紀へのウェーブ 生涯スポーツ
50 MOUNTAINURING IN THE USSR ソビエ トの登山
51 車窓の山旅・中央線から見える山
52 美しき季節の流れ・穂高、涸沢
53 高山へのステップ PARTl「岩登 り技術」
54 高山へのステップ PART2「冬季登攀技術」
55 高山へのステップ PART3「 山岳スキー技術」

F―一・V

F一V

56分
54分
60分
27分
50分
9分

44.分

110分

45分
40分
100分
33分
54分

17分
53分
54分
54分
90分
17分
28分
30分
12分
20分

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

一　
一　
一　
一　
一　
一　
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Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ
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ディオティバ隊 (昭和35年 )

ディオティバ隊 出発一登頂一撤収まで

ディオティバ隊 出発一登山開始まで

ナムチャバルワ 1991年総集編
ナムチャバルワ (日 中登山隊の60日 )、 美の回廊を行 く (ネ パール・カ トマンズ )

「人工呼吸」法

南アルプス賛歌 日本最大山麓の四季
「私と尾瀬」
HNKスペシャル 再挑戦ナムチャバルワ
NBSスペシャル ウォルター・ウェス トン 槍ヶ岳への道
早稲田の山
高山植物
北アルプスの野鳥
尾  瀬
ブナ原生林・朝日連峰
春に咲く花
南の島の原生林 (屋久島、三宅島、西表島)

大雪山の花
スイス・アルプス

ふしぎな花の咲くブータン

アイガー北壁

真川より黒部川、剣沢入 り
穂高岳賛歌
JAC山 岳研究所 (上高地)

フォトクラブ写真展の記録
中国隊チョモランマ (1973)
第一回 日本山岳耐久レース

1989年 年次晩餐会
長谷川恒男
NNNド キュメント'85 尾瀬は病んでいる
NNNド キュメント'86 尾瀬汚れちまった悲しみ
NNNド キュメント'93 どうなる日本の山一赤字林野行政の行 く末は一

NIt.Everest 8846。 101n
雪の八ヶ岳を歩 く (冬 山技術を学びながら)

ナンダデヴィ縦走 (日 本山岳会)1976
日本百名山 :利尻岳、羅臼岳、斜里岳、阿寒岳、大雪山
日本百名山 :ト ムラウシ、十勝岳、幌尻岳、後方羊蹄山、岩木山
日本百名山 :八 甲田山、八幡平、岩手山、早池峰、鳥海山
日本百名山 :月 山、朝日岳、蔵王山、飯豊山、吾妻山
日本百名山 :安達太良山、磐梯山、会津駒ヶ岳、那須岳、魚沼駒ヶ岳
日本百名山 :平 ヶ岳、巻機山、燃岳、至仏山、谷川岳
日本百名山 :雨飾山、苗場山、妙高山、火打山、高妻山
日本百名山 :男体山、奥白根山、皇海山、武尊山、赤城山
日本百名山 :草津白根山、四阿山、浅間山、筑波山、自馬岳
日本百名山 :五竜岳、鹿島槍岳、剣岳、立山、薬師岳
日本百名山 :黒部五郎岳、黒岳、鷲羽岳、槍ヶ岳、穂高岳
日本百名山 :常念岳、笠ヶ岳、焼岳、乗鞍岳、御岳
日本百名山 :美 ヶ原、霧ヶ峰、蓼科山、八ヶ岳、両神山
日本百名山 :雲取山、甲武信岳、金峰山、瑞惜山、大菩薩峠
日本百名山 :丹沢山、富士山、天城山、本曾駒ヶ岳、空木岳
日本百名山 :恵那山、甲斐駒ヶ岳、仙丈岳、鳳凰山、北岳
日本百名山 :間 ノ岳、塩見岳、悪沢岳、赤石岳、聖岳
日本百名山 :光岳、自山、荒島岳、伊吹山、大台ケ原
日本百名山 :大峰山、大山、剣山、石鎚山、久重山
日本百名山 :祖母山、阿蘇山、霧島山、開聞岳、宮之浦岳
富士山直滑降
ミルフォー ドサウンドの山道 ニュージーランド
アンデスの氷壁に挑む (早大ベルーアンデス遠征 1962年 )

山を讃え、山を極める一日本山岳会この10年の歩み
マカルー東稜未知への挑戦一日本山岳会マカルー登山隊 1995
デナ リ国立公園の自然
エベレス トヘの道一日本山岳会エベレス ト登山隊1970
花の百名山 :礼文岳、利尻山、暑寒別岳、硫黄山、大雪山
花の百名山 :富良野岳、夕張岳、アポイ岳、八甲田山、八幡平

F一V
F一V
F―V

F一V

24分
110分

85分
45分
40分
45分
30分
30分
30分
30分
57分
26分
52分
32分
32分
13分

45分
40分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
30分
26分
42分
20分
39分
48分
118分
55分
55分
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152
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159
160
161
162
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164
165
166
167

168
169
170
171

172
173
174
175
176
177
178
179
180
181

花の百名山 :和賀岳、焼石岳、栗駒山、早池峰山、五葉山

花の百名山 :南蔵王、田代岳、森吉山、秋田駒ガ岳、鳥海山

花の百名山 :神室山、月山、朝日連峰、飯豊連峰、安達太良山

花の百名山 :会津駒ガ岳、高鈴山、石裂山、三義山、尾瀬

花の百名山 :蓬峠、平標山、伊豆ガ岳、両神山、高水山

花の百名山 :川苔山、雲取山、高尾山、天上山、大楠山

花の百名山 :大室山、高松山、神山、幕山、 ドンデン山

花の百名山 :苗場山、火打山、大日連峰、五色ガ原、黒部五郎岳

花の百名山 :白 山、甲武信ガ岳、百蔵山、二十六夜山、三ツ峠山

花の百名山 :櫛形山、北岳、戸隠山、志賀高原、自馬岳

花の百名山 :針ノ木岳、双六岳、槍ガ岳、涸沢岳、燕岳

花の百名山 :蝶ガ岳、根子岳、高峰山、黒斑山、鉢伏山

花の百名山 :霧ガ峰、入笠山、宝剣岳、三ノ沢岳、空木岳

花の百名山 :塩見岳、荒川岳、天城山、石巻山、藤原岳

花の百名山 :御在所岳、大台ガ原山、伊吹山、霊仙岳、大江山

花の百名山 :吉野山、稲村ガ岳、八経ガ岳、大山、三瓶山

花の百名山 :蒜山、三嶺、東赤石山、石鎚山、多良岳

花の百名山 :雲仙岳、大船山、祖母山、韓国岳、宮之浦岳
星と語る男たち～富士山頂551日 ～

ヒマラヤ (エベンス ト山系)ト レッキング (雪崩遭難、事後の記録 )

検証 ヒマラヤ大量遭難事故 NHK「 クローズアップ現代」
'93JACキ ルギスタン踏査報告
「K2 FREE」 イタリア隊1963年
嶼国式スキー術 ―リリエンフェル トスキー術一

KKB お―い かごしま'96
「富士山を測る」-1995-
大山崎山荘 (日 本人で初めてヨーロッパアルプスに登った加賀正太郎の別荘 )

シルバーター トル (ダウラギリI)NHK「 プライム 11」

シルバーター トル (ダウラギリⅡ)NHK「 プライム 11」

槍ヶ岳を初めて登った男 「山岳修行僧播隆上人の生涯」

昭和五年 上高地、槍ヶ岳、自骨温泉                      F一 V
日本花の旅 春に咲 く花

日本花の旅 春爛漫・桜の里

日本花の旅 大雪山の花

日本花の旅 海辺に咲く花

日本花の旅 高原の花

日本花の旅 湿原に咲く花
日本花の旅 高山の花

日本花の旅 秋に咲く花
四季 八甲田
四季 尾瀬
四季 上高地
みちのくの名峰 鳥海 0月 山

神々の相貌 (山 漢社創立65周年記念作品〉
NHK世界の秘境 Ⅱ ―チョモランマ遥か―

Mto Choimolangima (Nihon University ⅣIt.Everest Expedition 1995)
美しき大地と共に (上高地の懐に生きる)一テレビ信州
EIGER h4ittellege Ridge 1994(NTSC)
(保存版=167-2 EIGER Mittellege Ridge 1994(NTSC)
WHEN SNOW WAS INVENTED スキー・パイオニア (168-2 ′保存版)

SKI FANTASIE スキー・ファンタジー (169-2 ′保存版)

チョモランマがそこにある ! 日本、中国、ネパール三国友好登山感動の全記録 !

チ ョモランマがそこにある !(登 頂の朝頂上をめざして)

1988. 5. 5 10:30～ 11:25 12:00～ 13:00
チョモランマがそこにある !(パ ノラマ中継)1988.5.5 13:00～ 18:00
チョモランマがそこにある !(ゃった ! 8848mの握手)1988.5.5 19:00～ 21:00放送

岩崎元郎の中高年のための登山学 ①登山用具と山歩きの基本
岩崎元郎の中高年のための登山学 ②山の気象と地図の読み方
岩崎元郎の中高年のための登山学 ③2000m級 の山歩きとトラブル防止
岩崎元郎の中高年のための登山学 ④山小屋とテント泊登山
スイス・アルプス花と風の小径シリーズ (マ ッターホルンを歩く)

スイス・アルプス花と風の小径シリーズ (ユ ングフラウを歩く)

スイス・アルプス花と風の小径シリーズ (ロ ーヌ河花の道を歩く)

HELI FOX FOX スイス山岳救助隊 (181-2 保存版)            F一 V

55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
55分
70分
60分
30分

60分
11分
30分
30分
30分
30分
30分
30分
30分
30分
30分
35分
30分
30分
45分
60分

80分
45分
45分
15分
24分

50分
50分
50分
50分
40分
40分
40分
41分
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屋久島 宮之浦岳他 1994年 11月

イヌワシの棲む山 1997.7.6
第二十回記念 若葉会山行 (金城山と浅草岳)日 本山岳会集会委員会
スイス・アルプス花と風の小径シリーズ (ハイジのふるさとを歩 く)

スイス・アルプス花と風の小径シリーズ (山 の女王 リギ山を歩 く)

スイス・アルプス花と風の小径シリーズ (アイガーの麓を歩 く)

新彊の太陽と風と山 (芝浦工大創立70周年記念事業 )

The Unkno｀ wn Mountain
岩登 り技術
氷雪技術
山岳スキー技術
光と風の記憶 (剣 ・立山連峰)

ふれあい見つけ旅 (高 山・上高地旬の鮎づ くしと日本登山発祥秘話 )

花の頂を求めて (坂倉登喜子米寿記念 )

映画キナバル山と戦時中の写真集一浅野孝一一

天と地の間に     一ガス トン・レビュファー

星と嵐        一ガス トン・レビュファー

星に伸ばされたザイル ーガス トン・レビュファー
エベレス ト征服 (長編記録映画 1953年 )

自銀は招 くよ ― トニー・ザイラー

丹沢で出会った花
丹沢の四季
こんにちは神奈川 No.860 かながわの屋根―丹沢・初秋
こんにちは神奈川 No.873 かながわの屋根―西丹沢・早春
長野高校百周年記念 「山男の詩」

Ｖ

Ｖ

Ｖ

一　

一　

一

Ｆ

Ｆ

Ｆ

50分
40分
40分
40分
22分
25分
26分
26分
26分
45分

60分
76分
94分
81分
88分
86分
23分
25分
14分
14分
50分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
60分
50分
50分
50分
50分
50分
50分
50分
53分
45分

40分
40分
45分
45分
45分
45分
45分
50分
45分
45分
33分
77分
66分
60分

90分
90分
70分

こころの名山
こころの名山
こころの名山
こころの名山
こころの名山
こころの名山
こころの名山
こころの名山
こころの名山
こころの名山
海外 トレッキ
海外 トレッキ
海外 トレッキ
海外 トレッキ
海外 トレッキ
海外 トレッキ

日本霊山紀行①
日本霊山紀行②
日本霊山紀行③
日本霊山紀行④
日本霊山紀行⑤
日本霊山紀行⑥

利尻山、岩本山、恐山、鳥海山、早池峰山
宝珠山、月山、蔵王山、吾妻山、磐梯山
八海山、帝釈山、自根山、男体山、筑波山
榛名山、妙義山、両神山、御岳山、大山
富士山、鳳凰山、七面山、秋葉山、宝来寺山
穂高岳、御嶽山、戸隠山、立山、自山

日本霊山紀行⑦ :比叡山、伊吹山、愛宕山、大峰山、金剛山
日本霊山紀行③ :高野山、大山、三瓶山、弥山、剣山
日本霊山紀行⑨ :石鎚山、英彦山、阿蘇山、雲仙岳、久住山
日本霊山紀行⑩ :由布岳、高千穂峰、開聞岳、宮之浦岳、宇良部岳

ングシリーズ ヨーロッパ・アルプス① :マ ッターホルン展望
ングシリーズ ヨーロッパ・アルプス② :アイガー展望
ングシリーズ ヨーロッパ・アルプス③ :モ ン・ブラン展望
ングシリー
ングシリー
ングシリー

ヨーロッパ・アルプス④ :チ ロル展望ズ
ズ
ズ
ズ

4t\- tv
4-,1\- lv
its- tv

ヒマフ
ヒマフ
ヒマラ

ヤ①
ヤ②
ヤ③

iL.N. V 7 |
7>t/va
7>r>海外 トレッキングシリー

遠い山・旅する心 (同志社大学山岳部の七十年 )

孤高の峰・槍ガ岳 (山 と漢谷社)

北アルプス・槍ガ峰 (創映社 )

マナスル(8163m)マナスル登山隊1997の 記録 明治大学山岳部炉辺会
ビデオ登山学校① :山の装備の選び方・使い方
ビデオ登山学校② :山の歩き方
ビデオ登山学校③ :山の泊まり方
ビデオ登山学校④ :山で遭難しないために
ビデオ登山学校⑤ :山の天気を知る
ビデオ登山学校⑥ :山の地図を読む
ビデオ登山学校⑦ :沢登りを楽しむ
ビデオ登山学校③ :雪山を楽しむ
ビデオ登山学校⑨ :山 を撮る
ビデオ登山学校⑩ :花を楽しむ山登り
至上の頂 (8848m)「チョモランマ」東北地区海外登山研究会
「世界の山岳遭難防止に知力を尽 くして」日本勤労者山岳連盟
20世紀最高の冒険家 メスナー自伝 (限界への情熱)

穂高 (稜線の博物誌)

Lost on Everest South for Ma1lory and I「 vine

アフリカ横断1万キロ 早大赤道昭和33年アフリカ遠征隊
砂漠のバラ、バルカンのバラ (東欧、サハラ)

ピンクレディ羊の島を行 く (50分 )女 四人南米大陸冒険旅行
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目

圏

国

平
成
十
三
年
度

一
月
理
事
会

日
時

　
一
月
十
日
　
十
八
時
三
十
分
～
二

十
時
五
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
小
倉
、
大
森
、

竹
内
各
副
会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）
、
森
、

宮
崎
、
高
原
、
村
井

（葵
）
、
宮
下
、
河
西
、

松
原
、
高
遠
、
勝
山
、
坂
井
、
鰺
坂
、
増

山
、
坂
本
各
理
事
、
中
村
、
神
崎
各
監
事
、
中

川
、
平
山
、
吉
永
、
田
邊
各
常
任
評
議
員

◎
年
頭
に
あ
た
り
大
塚
会
長
よ
り

「理
事

会
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
舵
取
り
役
。
ま
た
学
生
部

所
属
の
大
学
で
山
岳
遭
難
が
続
い
て
い
る
。

若
者
の
登
山
活
動
は
当
会
の
核
の
ひ
と
つ
。

ア
ク
テ
イ
ブ
な
行
動
を
掲
げ
て
い
る
委
員

会
で
対
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
激

励
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

【審
議
事
項
】

一
、
戦
前
の

『山
岳
』
復
刻

（西
村
）

例
ア
テ
ネ
書
房
よ
り
戦
前
の

『山
岳
』

復
刻
の
許
可
依
頼
が
あ
り
、
①
出
版
社
が

創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
は
お
か
し
い
の

で
、
百
周
年
を
お
祝
い
し
て
が
妥
当
。
②

監
修
の
日
本
山
岳
会
は
不
要
で
は
。
③
版

権
使
用
料
は
第

一
期
五
百
部
ま
で
、
定
価

（十
二
万
八
千
円
）
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
は
妥

当
か
。
④
原
本
が
傷
ま
な
い
か
―
合
本
は

複
数
あ
る
。
⑤
買
い
取
り
の
必
要
は
な
い

し
、
復
刻
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
、
な
ど
の

意
見
が
あ
り
前
向
き
に
検
討
。
継
続
審
議

二
、
東
京
農
業
大
学
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
登

山
隊
の
推
薦
依
頼

（西
村
）

東
京
農
大
山
岳
部

・
東
京
農
大
山
岳
会

よ
り
二
月
か
ら
五
月
実
施
予
定
の
登
山
隊

（谷
川
太
郎
隊
長
）

へ
の
推
薦
。　
　
承
認

三
、
今
後
の
山
研
の
進
め
方

（森
）

①
ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委
員
会
は
当
初
の

目
的
を
果
た
し
た
の
で
今
年
度
末
で
解
散
。

平
成
十
三
年
度
か
ら
は
実
験
研
究
継
続
の

た
め
、
山
研
委
員
会
内
の
小
委
員
会
と
し

て
ミ
ニ
水
力
発
電
運
営
委
員
会
を
設
置
す

る
。
当
面
、
委
員
長
＝
小
倉
副
会
長
、
委

員
＝
坂
本
、
森
で
構
成
し
、
五
月
の
役
員

改
選
を
経
て
組
織
体
制
を
確
立
す
る
。

②
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
研
究
は
当
会
と
神
奈
川
工
科
大
学

の
共
同
研
究
で
進
め
て
き
た
が
、
期
限
は

二
月
ま
で
の
二
年
間
で
あ

っ
た
。
今
後
研

究
継
続
の
た
め
さ
ら
に
三
年
間
延
長
し
た

い
。
（こ
の
研
究
は
環
境
庁
と
の
了
解
事
項

と
し
て
、
最
低
五
年
間
は
実
施
し
、
遂
行

は
大
学
等
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
が
前

提
条
件
と
な

っ
て
い
る
）　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

一
、
資
料
等
使
用
許
可
報
告

（西
村
）

①
朝
日
新
聞
出
版
局
よ
り

『週
刊
日
本
百

名
山
』
（第
十
三
号
）
に
掲
載
予
定
の
、
当

会
所
蔵
で
大
町
山
岳
博
物
館
展
示
資
料

（上
條
嘉
門
次

の
輸
か
ん
じ
き
な
ど
七

点
）
の
撮
影
。

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り

「プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｘ
挑
戦

者
た
ち
」
で
放
映
予
定
の
、当
会
所
蔵
で
松

本
市
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
展
示
資
料

（
一
九

七
五
年

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
頂
の
田
部
井
淳

子
さ
ん
使
用
の
登
山
装
備

一
式
）
の
撮
影
。

二
、
委
員
会
報
告

財
務
委
員
会

・
村
井

（龍
）

三
／
四
期
の
会
計
報
告
。
入
会
者
数
が

予
定
よ
り
四
十
人
程
度
少
な
い
、
入
会
金

収
入
が
減
に
な
り
そ
う
。
そ
の
他
は
順
調
。

会
報
委
員
会

ｏ
村
井

（葵
）

「山
」
一
月
号
は

「二
十

一
世
紀
の
登
山

試
論
」
＝
江
本
嘉
伸
会
員
、
「平
成
十
二
年

度
年
次
晩
餐
会
報
告
」
な
ど
を
特
集
。

海
外
登
山
基
金
委
員
会

・
大
森
副
会
長

応
募
は
次
の
三
件
。　
一
月
二
十
二
日
に

委
員
会
を
開
催
し
て
助
成
対
象
隊
、
額
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

①
サ
ン
ル
ン
峰

（七
〇
九
五
メ
ー
ト
ル
）

日
本
大
学
桜
門
山
岳
会

②
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
ー
、
Ⅱ
峰

（八
〇
六

八
、
八
〇
二
五
メ
ー
ト
ル
）
明
治
大
学
山

岳
部

・
炉
辺
会

③

ロ
ー
ツ
ェ
南
壁

（八
五

一
六
メ
ー
ト
ル
）

東
海
支
部

ア
ル
バ
ー
タ
二
〇
〇
〇

・
大
森
副
会
長

報
告
書

（
一
二
〇
ペ
ー
ジ
、
邦
文
英
文

と
も
）
を
年
度
末
に
発
行
予
定
。

医
療
委
員
会

ｏ
増
山

遭
難
対
策
委
員
会
と
合
同
で
、　
一
月
十

一
日
十
八
時
三
十
分
よ
り
、
集
会
室
に
お

い
て
イ
ゴ
ー
ル

・
ガ
モ
フ
教
授
を
お
招
き

し
て
「新
世
代
の
携
帯
型
加
圧
バ
ッ
グ
（新

ガ
モ
フ
バ
ッ
グ
）
そ
し
て
ガ
モ
フ
ベ
ッ
ド
」

の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
会
を
開
催
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会

・
高
原

Ｊ
Ａ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
装
い
を
新
た

に
運
用
を
始
め
た
。
各
支
部
、
委
員
会
、

同
好
会
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
に
棚
を
設
け
て

い
る
。
記
事
の
投
稿
方
法
な
ど
の
約
束
事

項
お
よ
び
記
事
の
掲
載
依
頼
の
窓
口
と
な

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会
の
担
当
者

を
別
紙
に
記
載
。
会
報
で
案
内
す
る
。

指
導
委
員
会

ｏ
松
原

遭
難
対
策
、
青
年
部
、
学
生
部
指
導
委

員
会
共
催
で
二
月
二
日
よ
り
五
日
ま
で
八

ヶ
岳
で
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
を

北アルプス自馬連峰
自馬五電スキー場直下
スキーツアー、雪上訓練、クロスカントリー、スノーシュー、

によるスノー トレッキングにご利用ください。

スキーはゴールデン

ウィークまで、

スノートレッキング、
スノーシューは

5月 中は可能です。

リフト割引券あり。

4斗轟謳・猪

③ ひまわリ
１７
ｎ

４
．
２

４

Ｈ

９

８

２２

２

２

城
２
３

神

一
一

村
５
５

馬
７
７

白
＞
＞

郡
６１
６１

曇
０２
０２

安
＜
＜

北
Ｌ
Ｘ

県
Ｅ
Ａ

野
Ｔ
Ｆ

長

(17)



山 670-2001・ 3・ 20(第二種郵便物認可)

開
催
す
る
。

そ
の
他

・
高
原

信
濃
支
部
新
年
例
会
に
小
倉
副
会
長

・

坂
本
、
山
梨
支
部
新
年
会
に
竹
内
副
会
長

が
参
加
予
定
。
そ
の
他
日
山
協

・
都
岳
連

の
新
年
会
に
大
森
副
会
長
が
出
席
予
定
。

■
会
員
異
動

物
故

平
塚
直
秀

（
一
三
〇
七
）
００

ｏ
７

ｏ
２４

斎
藤
邦
三

（
一
二

一
八
三
）
０ｌ

ｏ
ｌ

ｏ
ｌ８

酒
井
俊
雄

（三
二
五
五
）
０ｌ

ｅ
ｌ

ｏ
３１

退
会

大
笹
秀

一

（
一
〇
八

一
三
）

丸
茂
キ
ク
エ

（六
〇
六
四
）

小
川
重
蔵

（八
七
五
〇
）

池
田
成
之

（九
〇
〇

一
）

◆
山
研
平
成
十
三
年
度
開
所

山
研
運
営
委
員
会

ミ
ニ
水
力
発
電
装
置
の
本
稼
動
、
支
部

の
利
用
増
な
ど
も
あ

っ
て
、
平
成
十
二
年

度
の
山
研
利
用
者
は
八
百
八
十
八
名
で
し

た
。
こ
れ
は

一
日
平
均
五
名

（開
所
日
数

百
八
十
日
）
の
利
用
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

平
成
十
三
年
度
は
四
月
十
五
日
頃
よ
り

山
研
委
員
が
除
雪
や
雪
囲
い
撤
去
な
ど
に

上
高
地
に
通
い
、
開
所
準
備
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

開
所
　
四
月
二
十
八
日

会
員
の
利
用
　
四
月
二
十
九
日
０

利
用
の
申
込
は
従
来
ど
お
り
直
接

「山

研
」
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
開
所
か

ら
五
月
六
日
ま
で
の
利
用
に
つ
い
て
は
事

務
局

（肌

・
〇
三
‥
三
二
六

一
‐
四
四
三

三
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
予
約
は

四
月
十
六
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◆
二
〇
〇

一
年
度
東
北
地
区
集
会宮

城
支
部

東
北
六
支
部
集
会
の
ご
案
内
で
す
。

主
管
　
宮
城
支
部

場
所
　
「仙
台
市
勤
労
者
保
養
所
」
（集
会
）

と

「大
東
岳
」
（記
念
登
山
・
二
万

五
千
分
の
一
地
形
図
＝
作
並
、
山

寺
）

日
程
　
六
月
二
日
０

①
集
合
　
仙
台
市
勤
労
者
保
養
所

・
茂
庭

荘

（〒
九
八
二
…
〇
二
五

一　
仙

台
市
太
白
区
茂
庭
字
人
来
田
西

一

四
三
上
二

肌

・
〇
三
二
‥
二
四

五

‐
五

一
四

一
　
Ｆａｘ
ｏ
Ｏ
三
二
‥

二
四
五
‐
九
九
二
〇
）

②
受
付
　
十
四
時
三
十
分
～

③
記
念
講
演
　
十
五
時
～

講
師

・
柴
崎
徹

「大
東
岳
と
二
口
谷
」

④
東
北
地
区
支
部
連
絡
会
議
　
十
六
時
～

⑤
懇
親
会
　
十
八
時
～

六
月
二
日
０

記
念
登
山
　
大
東
岳

（
一
三
六
五
メ
ー
ト

ル
）

①
出
発
　
七
時

（チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
と
マ

イ
カ
ー
で
移
動
）

②
二
口
登
山
口
発
　
八
時

（本
小
屋
～
立

石
沢
～
鼻
こ
す
り
～
山
頂
、
同
ル

ー
ト
を
下
山
）

参
加
費
　
一
万
四
千
円

（郵
便
振
替
で
振

込
み
）

宿
泊
費
、
懇
親
会
費
、
会

議
費
、
移
動
費
、
昼
食
＝
お
に
ぎ

り
を
含
む
）

申
込
　
四
月
二
十
日
ま
で
に
皿
＆
ｈ

・
宮

城
支
部
事
務
局

ｏ
千
石
信
夫
宛

皿

・
〇
三
二
‥
二
四
三
‥
二
〇
七

一
　
ＦａＸ
・
〇
三
二
‐
二
四
三
‐
二

〇
七

一
）

＊
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

◆
探
索
山
行

「奥
会
津
に
高
層
湿
原
と

ブ
ナ
林
を
訪
ね
る
」

科
学
委
員
会

日
時
　
六
月
十
六
０
～
十
七
日
０

場
所
　
駒
止
湿
原

・
志
津
倉
山

交
通
　
東
京
よ
り
貸
し
切
リ
バ
ス

＊
詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
自
然
観
察
山
行

自
然
保
護
委
員
会

緑
の
美
し
い
日
光
の
竜
頭
の
滝
と
戦
場

ヶ
原
周
辺
の
散
策
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
を
お
借
り
し
て

一
夜
を
ゆ
っ
く

り
と
温
泉
で
く
つ
ろ
ぎ
、
語
り
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
六
月
二
十
三
０
～
二
十
四
日
０

費
用
　
約
九
千
円

（宿
泊
費
、
弁
当
、
連

絡
費
、
講
師
謝
礼
な
ど
）

集
合
　
東
武
日
光
駅
　
十

一
時
三
十
分

申
込
　
六
月
十
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
ｈ
で
川
越
尚
子
宛

（〒

一
八
五
‐

○
〇

一
一　

国
分
寺
市
本
多
三

‥

七

上
二
〓

＊
先
着
二
十
五
名
ま
で
、
申
込
者
に
は
詳

細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
９４
同
期
会

ｏ
春
の
懇
親
山
行
　
　
　
　
　
鉤

日
程
　
二
月
二
十

一
日
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

場
所
　
箱
根

・
明
神
ヶ
岳

集
合
　
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
南
口
九
時
十
分

行
程
　
箱
根
登
山
鉄
道
強
羅
駅
よ
り
頂
上

往
復

（約
五
時
間
）

下
山
後
温
泉

で
懇
親
会

（悪
天
時
は
懇
親
会
の

み
行
う
）

申
込
　
不
要

（自
由
参
加
、
同
期
会
以
外

の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
）

問
合
せ
　
大
森
喜
夫

（〇
三

‐
三
二
五
二

上
ハ
一
二
三
＝
二
十

一
時
以
降
）

◆
９６
同
期
会
二
〇
〇

一
年
度
活
動
予
定

①
桃
源
郷

ハ
イ
キ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー

（「岳
友
の
山
を
旅
す
る
」
五
）

四
月
二
十
二
日
０
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
集
合

↓
棚
横
手

（バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
）
↓
ぶ
ど
う

lNFORMA丁 10N
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の
丘
温
泉

申
込
み
、
問
合
せ
は
永
田
弘
太
郎

（会
社

〇
三

・
五
二
八
五

ｏ
七
四
四
四
）
ま
で

②
六
月
十
六
日
０
十
五
時
よ
り
、
日
本
山

岳
会
会
議
室

「深
田
久
弥
さ
ん
と
の
山
旅
」
山
本
健

一

郎
氏
の
講
演

事
前
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
は
右
記
永
田
ま
で

◆
お
花
見
山
行
　
　
　
　
　
　
９９
同
期
会

同
期
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
四
月
二
十

一
日
０

集
合
　
Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
北
口
九
時

場
所
　
高
尾
山
か
ら
景
信
山

会
費
　
五
百
円

（焼
き
そ
ば
を
作
り
ま
す
）

連
絡
先
　
柴
山
信
夫

（〇
四
四

‐
九
〇
〇

上
二
四
二
九
、
〇
九
〇

‐
八
三
二

一
‥
四
二

一
二
）

◆
第
六
回
山
行

「高
鈴
山
と
神
峰
山
」

９８
同
期
会

日
時
　
四
月
二
十

一
日
０

集
合
　
常
磐
線
日
立
駅
改
札
口
九
時
四
十

五
分
（上
野
発
八
時
の
特
急
が
便
利
）

行
程
　
日
立
駅
＝
ス
ケ
ー
ト
場
前
～
御
岩

山
～
高
鈴
山
～
向
陽
台
～
神
峰
山

～
か
み
ね
公
園
＝
日
立
駅

歩
程

・
約
五
時
間
三
十
分

費
用
　
約

一
万
円

（東
京
起
点
交
通
費
）

持
物
　
日
帰
リ
ハ
イ
キ
ン
グ
セ
ッ
ト

申
込
　
四
月
二
日
ま
で
に
会
員
番
号
を
記

入

の
上

ハ
ガ
キ
で
海
老
沼
清
宛

（〒
三
三
二
‐
○
〇
二

一
　

川
口
市

西
川
口

一
‥
二
七

‐
一
四
　
皿
〇

四
八

‐
二
五
五

‐
〇

一
六
六
）

＊
ど
な
た
で
も
参
加
歓
迎
し
ま
す
。

山旅イラス ト通信

豊田時男の「ひとり画展」より

■
■
国

１

月

９

日

Ｈ

日

１２

日

１５

日日日 日 日

２５

日
10
日

161817
日 日

２４

日
2322 19２６

日

２９

日

３０

日

常
務
理
事
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
会
報
編
集
委
員
会

理
事
会
　
ジ
ャ
ッ
ク
９３
会
　
９９
同

訥別
△バ

青
年
部
　
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

資
料
委
員
会

総
務
委
員
会

百
年
史
委
員
会
　
集
会
委
員
会

９５
同
期
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ

チ
ク
ラ
ブ

三
水
会

科
学
委
員
会
　
学
生
部
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会
　
総
務
委
員
会

海
外
登
山
基
金
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
学
生
部
　
フ

イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

山
の
自
然
学
研
究
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
９８
同
期
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
９９

同
期
会

土
曜
会

図
書
委
員
会
　
山
岳
編
集
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
小
委
員
会
　
新

日
本
山
岳
志
編
集
委
員
会

１
月
来
室
者

５３５
名

■
訂
正
　
一
一月

（六
六
九
）
号
四
ペ
ー
ジ

ニ
段
二
行
日
の
肝
機
能
は
腎
機
能
の
間
違

い
で
す
。

同
じ
く

一
六
ペ
ー
ジ
、
神
子
安
雄
氏
記

述
の

「或
る
先
離
者
の
日
記
か
ら
」
の
岩

下
茂

一
郎
氏
の
記
録
を
大
正
七
年
と
注
記

し
ま
し
た
が
、
『登
高
行
』
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
大
正
六
年
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

¨
編
集
後
記
〓

前
号
で
中
高
年
会
員
に
よ
る
カ
ザ
フ
ス

タ
ン

ｏ
テ
ン
シ
ヤ
ン
と
南
米
の
ペ
ル
ー

・

コ
ル
デ
イ
エ
ラ

・
ブ
ラ
ン
カ
の
登
攀
記
を

掲
載
し
ま
し
た
。
会
心
の
山
登
り
に
乾
杯
。

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
な
ど
に
も
役
立
つ
費
用
や
　
”

最
新
情
報
も
加
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。　
　
　
Ｈ

本
号
は
地
球
生
命
の
根
源
に
か
か
わ
る

論
文
を
岩
坪
会
員
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
悠
久
の
生
命
サ
イ
ク
ル
の
過
客
に

す
ぎ
な
い
人
類
は
、
か
け
が
え
の
な
い
森

林
に
保
護
さ
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
ま
す
。
　
　
　
（村
井
　
葵
）
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